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序

昭和47年7月6日熊本県下を襲った大豪雨iとより発見されました黒橋貝塚は、

表採資料より阿高貝塚と御領貝塚の中聞をうめる時期の員塚であるととが学術的

に位置づけられた貴重な遺跡となりました。

乙の黒橋員塚が、 浜戸川災害復旧助成事業による河川改修が実施されるにあた

り危機に瀕するととになり、 県土木部河川課と県教育委員会とが協議し、 県教育

委員会で発掘調査を行いました。

今回、 昭和48年3月に実施致しました確認調査および昭和50年に行いました発

掘調査の成果を報告し、 今後の学術研究の資料の一助となれば私どものよろとび

とするところであります。

発掘調査にあたりましては、 ど理解とど協力をいただきました県土木部河川課

および地元教育委員会をはじめとする関係各位の方々、 ならびに多大のど教示・

ご支援をいただきました諸先生方に深く感謝いたします。

昭 和 51年3月31日

熊本県教育委員会

教 育長 林 田 正 恒
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例 言
本稿は浜戸川災害復旧助成事業Iζ伴う緊急調査 と し て、 熊本県土

木部河川課の委託により、 熊本県教育委員会が実施 し た黒橋貝塚の

調査報告書であ る 。

本稿の執筆は西国道世が主 と し て行い、 一部協力をうけた 。 また

専門的立場からの調査所見について、 山口大学教授小野忠様、 九州

大学助手木村幾多郎、 県立字土高等学校の森遥保、 林行敏の各氏か

ら玉稿をいただいた 。

遺物の整理、 実測は文化財収蔵庫で行い、 製図は西国 と 島津陽子

氏があ たり、 写真撮影は白石巌氏に負う と とろが多い。

報告書の編集には、 隈昭志、 西田道世、 西町圭子がζれにあ たっ

た 。
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調査団の編成

調査責任者 田 辺 哲 夫 熊本県教育庁 前文化課長

境 信三郎 熊本県教育庁 文化課長

調 査総 務 隈 昭 志 熊本県教育庁 文化課文化財調査係長

調 査 員 西 国 道 世 熊本県教育庁 文化課文化財調査員

安 達 武 敏 熊本県教育庁 文化課文化財調査員

専門調査員 国 分 直 梅光女学院大学教授

乙 益 重 隆 国学院大学教授

小 野 忠 瀬 山 口 大学教授

白木原 和 美 熊本大学教授

小 谷 凱 宣 熊本大学助教授

佐 藤 伸 一 国立八代工業高等専門学校文部技官講師

木 村 幾多郎 九州 大学文部技官助手

森 通 保 県立宇土高等学校講師

林 行 敏 県立宇土高等学校教諭

調査協力者 上野辰男、 緒方 勉、 杉村彰一、 島 津義昭、 松本健郎、 高木正文、 江本直

(文化課〉

地元協力者 徳本 明 〈 下益城郡城南町教育委員会庶務課長〉

調査作業員 白石 巌、 宮本正成、 林 末男、 秋芳あ や子、 秋芳光美、 井芹恵美子、

鋤崎ユキ エ 、 田 畑美佐子、 原フ タ エ 、 村 中 初子、 村 中 弥生、 米村 ト メ 子、

米村政子、 山城仁恵、 本郷二三子、 石橋律子、 上村喜美子、 照屋と み え、

徳永雅子、 山下千栄子、 浜田秀子、 笠間 イ ツ 子、 小早川 真 弓、 平川 恵美子

調査事務局 浜田 勝、 前田利郎、 栗崎辰之、 松本 巽 (文化課〉

河 川 課 九反 田 利 秋 熊本県土木部河川 課長

荒 牧 延 夫 熊本県土木部河川 課長補佐

山 下 義 熊本県土木部河川 課維持係主幹

稲 生 宏 熊本県土木部河川 課維持係参事
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序 章

調査に いたる 経 過

昭和47年7月 6 日の大豪雨は、 熊本県下の各地に多大の災害をもたらした。城南町を貫流す注1
る浜戸川の氾濫はとくに滋しく、 各所で堤防決壊等の不運にあい、 城南町の中心街一帯は床上

浸水 733戸という大被害をうけたのである。注2
乙の大洪水によって、 陽の目を見たのが黒橋貝塚である。水田下に存在していたため、 従来

貝塚がある乙とは誰ひとり気づかなかったのであるが、 堤防決壊の濁流によって水田下の貝層

が一部えぐり取られ、 貝層が露出したのである。

城南町教育委員会の徳本明氏(庶務課長〉は、 露出した貝塚のすぐ北側に居住しておられ、

一夜にして出現した貝塚に驚異の眼を見張られて、 早速遺物の採集をなされて県教育庁文化課

に通報された。ただちに文化課から現地に出向き遺物等の検討を加え、 文化課学芸員高木正文

を中心iζ採集遺物の整理を行った。その結果、 乙の貝塚は従来ζの地方で著明な阿高員塚〈縄

文中期〉と御領貝塚〈縄文後・晩期、 国指定史跡昭和45年3月?日〉の時期の中聞をうめる中

期後半~後期の時期の貝塚であるととがわかった。 この一帯の地名が一般に黒橋(クロパシ〉

というと乙ろから「黒橋員塚」と呼ぶ乙ととなった。

員塚のおおよその時期は把握できたが、 貝塚の範囲および層序等については不明であったの

で、 文化課は昭和48年5 月 13日-2 1日熊本大学の国分直一・小谷凱宣・佐藤伸二氏に依頼して

確認調査を実施した。その報告によると、 貝の堆積層は約 1 .5m Iζ達し、 しかも貝層の分布は

浜戸川の河床にも広がる可能性が強くなった。ち.ょうど河川改修事業も計画されている段階で

あったので、 文化課では上記の確認調査の結果を、 土木部河川諜へ非公式に連絡した。

一方、 遺跡の重要性から、 露出した員塚を中心とした水田 2カ所(地主山崎重喜氏および奥

村駒音氏〉の2651m'について、 県指定史跡にした。(昭和47年8月 21日〉

昭和49年12月?日、 文化課の安達武敏調査員から、 河川敷内の工事が始っているとの 連絡

があった。ただちに隈が現地へ出かけ、 工事現場において、 ニ カ所の貝層を確認し、 河川課に

工事の一時中止を申し入れ、 調査等について万全の対策を要請した。当初の改修計画(浜戸川

災害復旧助成事業〉どおり進行すれば約100m X50 mの全域について発掘調査が必要となり、注3
現地調査だけでも 1年半を要すると予想された。水害の常襲地帯であり改修事業は急を要する

ことであり、 河川課でも文化財保護か、 人命尊重かという点で苦慮され、 建設省とも協議の結

果、 従来の堤防線を補強するブi法で改修可能という結論に達せられた。したがって、 文化財も

保護でき、 河川改修事業も一部設計変更で実施するというζとで、 貝層断面調査と排土された

貝および文化遺物、 自然遺物の調査を実施するという乙ととなった。経費等については河川課

のど努力によって計上され、 調査については文化課で実施する乙ととなった。(発掘届は昭和

5 0年4月 5 日付教文第4号で文化庁長官へ進達) (隈 昭志〉

注 1 集中豪雨 時間雨量90-/時 日 雨量350醐/ 日 推定洪水流量600m'/秒



注2 0被害総額 2.450.000千円。被災世帯 743 (2.881人〉

。家 屋 全壊 2 半壊 6 一部損害62 床上浸水733 床下浸水1.203

。 回 流失 1 04ha 冠水 1 .000加 。畑 流失 1 0ha 冠水 200ha

。道路欠壊 66カ所 。 橋 流失 19カ所 。堤防欠壊 1 04カ所

注3 全体計画(昭和47-50年度) 4.650m のうち、 昭和初年度事業2.364. 4m、 昭和50年度600mの護

岸工事。計画白雨量53_/時367-/日 確率1(50年に一回の豪雨〉計画雨量400m'/秒50 

E 遺跡の位置
かやのき

黒橋貝塚は熊本県下益城郡城南町下宮地字萱木に所在する。(第1図〉

熊本平野の南部地域は緑川とその支流とによって形成された沖積低地である。乙の沖積低地

に面した山麓や低平な洪積台地上および低地内の微高地上には数多くの遺跡が存在している。

城南町は熊本市の南南東 10加のとζろにあり、 城南町の中心街は浜戸川右岸の、 舞ノ原台地

の西側lζ発達した集落である。集落の南端、 県道熊本一松橋線を南下したと乙ろで橋(浜戸川

橋〉を渡るが、 乙の河川が浜戸川である。 ことから現海岸線までは西方約12kmほどの距離であ

る。

黒橋貝塚は、 浜戸川橋の下流の約 500mの沖積低地内にあり、 河川敷内および堤防外の水間

下〈との水田下の員塚については 先述のとおり県指定史跡となっている〉に広がるもので、 そ

の分布範囲は南北約140m、 東 西約 210mlとおよぶものと推定される。

黒橋貝塚の南側の台地上lとは国指定史跡の御領貝塚(45) があり、 同じ台地の北 斜面には阿

高貝塚(44) が存在している。黒橋貝塚から阿高貝塚までの距離はわずか 100mであり、 その

両者聞に現在の浜戸川の流路が流れている。岡高貝塚の北端部は浜戸川によってかなり浸食を

うけており、 河底内にも貝殻の散布がみられる。したがって、 両者は時期的にも、 距離的にも

非常に近い関係にあるといえよう。

つぎに、 黒橋貝塚周辺の縄文時代遺跡および貝塚の所在について記してみたい。

雁回LÜ(海抜288m) の周辺には前述の御領、 阿高貝塚のほか、 その西方にソピエ石貝塚

(42 ) 、 さらに西へ回って宇土市の曽畑貝塚(33) 、 古保里貝塚(34) などがあり、 御領民塚

の上流l乙敷田貝塚(4のがある。黒橋貝塚の東北方、 舞ノ原台地の縁辺では、 沈目遺跡(47)

があり、 台地の西縁に弥生時代の遺跡、 貝塚群が速なっている。

北方の緑川および浜戸川の沖積低地内では、 自然堤防上に弥生時代の 遺跡群が知られてお

り、 緑川および浜戸川流域における沖積低地の形成の時期を把握するうえで、 きわめて重要な

遺跡群の密集地帯というζとができょう。

そのほか、 周辺の遺跡として著名なものは、 黒橋員塚の上流約 4刷、 塚原台地上に 5世紀初

頭- 6 世紀の方形周溝墓、 h墳を主体とする塚原古墳群、 浜戸川をはさんで北方舞ノ原台地に

おける同時期の住居祉群〈沈目遺跡=縄文遺跡と併存〉、 さらに上流では古代の肥後における

最初の国府といわれる益城国府と関連の深い陳内廃寺跡などがあり、 熊本県下でも、 もっとも

遺跡の密集する地域の一つである。 (隈〉
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E 黒橋貝塚の表採資料

昭和47年7月 6 日の大豪雨は、 流出土砂の再堆積によって水田を一夜にして不毛の地として

しまった。砂磯はもちろん、 一帯は貝殻等でびっしりとなった。その際、 貝塚の発見者である

徳本明氏によって、 表面採集された遺物はおびただしい量におよぶ。

その種類としては、 土器・土製品、 石器・石製品、 獣骨・骨角器、 人骨等があげられるが、

と乙では土器・土製品、 石器・石製品の主なものについて略述してみたい。

1 土器・土製品〈第5 図~第10図〉

阿高式系土器

赤褐色または黒褐色を呈したやや厚手 の土器で、 指頭または 先端の太い施文具によって連点

文・曲線文を描く。口縁部は 直行するものが主体で、 一部にわずかに外反するものがあり、 口

層部は指頭またはへらによって凹凸をつけ、 波状になるものが多い。文様は口縁部にのみ施し

であり、 無文の部分との聞に太い沈線でもって区別しているのが特徴的である。 (第5 図 1 -

21) 

南福寺式系土器

上記の器形・文様構成の系統をひくが、 文様はさらに畏縮する。肥厚のいちじるしい口縁部

に、 へら状施文具によるs字〈第 4 図39・41)や斜線を併列させ、 中には太い把手(第5 図26)

を有するものもある。(第3図22-41・ 48・49 )

出水式系土器〈第 4 図42-47・5 0 -56、 第5 図、 第6図94-104)

表採資料のうち主体をなすものが、 出水式系および磨消縄文系の土器である。

口縁部は 直行またはやや内湾して、 口縁の下端にくびれを有するものもあり、 口唇部は 波状

になるものもある。 文様は 先端の太いへら状の施文具でもって、 口縁部を主体iζ描かれてい

る。平行枕線状のものと渦巻状のものを併用したり(第 4 図42) 、 平行沈線を縦または 斜めに

施したり〈第5 図57-62) 、 くの字の並列の構成〈第 4 図46・47・91) 、 平行沈線をUターン

させたもの(第5 図75・82) がある。また口居のやや下部または口縁の下端部に凸帯をは りつ

け、 その上にへら状施文具による刻目を付けたもの〈第6図98-104) もある。

御手洗A式系土器

ロ縁部が山形をなして直行する。口縁およびそのやや下部に爪形を主体とする連続文を施し

ている。また口唇部にも、 同様の文様を付したものもある。 (第6図105-125 )

磨消縄文系土器

広口の鉢形土器を主とし、 肥厚した口縁部は 2 - 3 の山形を呈しており、 文様はへらをもっ

て出線文と磨消縄文による「の」字あるいは 渦巻文を主体にした華麗な文様で、 鐘ケ崎系土器

とおもわれる。(第7図155 ・156)

また、 口縁部の下部に把手を付け(第 8図133 ) 、 そのうえに文様を施したものもある。そ

の他、 肥厚した山形の口縁に文様を施した市来式系のものもある。(第7図133)
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土製品〈第8図 1 - 9、 第?図〉

ととで述べる土製品は、 当初からある目的をもって焼成されたものではなく、 破損した土器

の底部や胴部の破片を、 二次的に加 工したものである。種類としては、 土錘・円盤形土製品・

その他がある。

土器の底部を加工した円盤形土製品〈第?図10 -15) は比較的厚手 で、 正円形に近い。周辺

を打ちかいで加工しており、 大形のものが多い。

胴部を加工したものには、 その手 法から二種類に区分できる。まず、 その一つは周辺を打ち

かいで整形したもの〈第8図 9、 第?図16-1のがあり、 乙の中には中央に穿孔したもの〈第

8図 5 ) がある。その二つは打ちかいだのち、 さらに磨研しているもの〈第8図 1 - 8) であ

る。比較的小形のもので、 二カ所に切目を付して土錘としたもの〈第8図4 ) もある。

以上の土製品の中には、 文様の認められるものも若干含まれている。粘土のはり付けを残す

もの〈第8図8 ) 、 へらによる施文を残すもの〈第9図8 ) 、 口縁部で縦Il:tt線を認めるもの

(第8図7)などである。

2 石器・ 石製品(第11図~第12図〉

石器のほとんどは石斧で、 ハマグリ刃の磨製石斧で、 平面形か短冊形〈第11図 1 - 3 ) のも

の、 柄部が細くなるもの〈第11図4 - 7 ) 、 卵形に近い短石斧〈第11図8・ 第12図 9) などが

ある。

石製品には、 石錘とスリ石とがある。石錘はほとんどにぎりとぷし大の河原石を利用してお

り、 その加工法には打ちかいだもの〈第12図12-17) と、 切目を入れたもの〈第12図18) の二

種類がある。なお、 第12図19は矢柄磨研の砥石ではあるまいか。

〈限、 高木正文、 江本直〉
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第8図 黒橋貝塚表採の土器および土製品
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IV 城南町黒橋遺跡予備調査報告

熊本県教育庁

昭和48年7月 日

田辺哲夫文化課長殿

熊本大学法文学部考古学研究室

国 分 直

小 谷 凱

佐 藤 伸

城南町黒橋遺跡予備調査について(報告〉

別紙の通り、 黒橋貝塚遺跡予備調査の概要を報告致します。

予備調査の観察所見に基づき、 次の事項を強く要望します。

「要 望」

宣

一 当初の予想より貝層の分布域が広く、 浜戸川の河床にも遺跡の範囲が伸びている蓋然性

がある。遺跡、付近の現状変更の前に、 付図に示した範囲内の十分な学術的調査を実施する(11113岡〉
ょう必要な措置をとられる乙とを要望する。

別紙

城南町黒橋遺跡予備調査概要

熊本大学法文学部考古学研究室

国 分 直

- 調査日時

昭和48年5月13日より 5月21日まで

ー 調査区域

小 谷

佐 藤

凱

伸

盆卓，
主主

城南町黒橋遺跡の遺物散乱地点を中心に、 浜戸川河川敷、 浜戸川の対岸(左岸〉にある阿高

貝塚を含む地域。添付した地形測量図に示した範囲である。

一 調査内容

1 地形測量〈第13図参照〉

洪水時の遺物散布地を中心に、 微地形的特徴を理解するため地形測量を実施し、 600分の

1 の測量図を作製した。乙の図には、 各地点の標高を記入し、 また遺物散乱地付近lζ設定し

たグリッドを記入した。

2 トレンチ調査

付図のグリッド20区付近で、 洪水時の侵蝕断面に、 城南町教育委員会徳本氏により、 約70

伺の厚さの貝の堆積が観察された。乙の観察に基づき、 同地点から西方への貝堆積の広がり
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第13図 黒橋貝縁地形図 (点線内)
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を確認するために、 15区に試掘 トレンチを設定した。乙の トレンチは、 2 mx4 mで小林麟

也氏所有の土地との境界線に近い地点に設置した。乙の トレンチの調査に基づき、 西方への

員層の分布域を推定可能と判断したためである。

3 ボーリング調査

小型の、 堆積物採取可能な棒状ボーリング器具を使用して、 遺跡全域の貝層の存在の確認

をめざした。そのため、 文化課を介して適切な器具の調達を依頼したが調達できなかった。

したがって、 ボーリング器具による貝層存否の確認は実施しておらず、 将来において早急に

実施しなければならぬ。

4 遺跡付近の町民より、 過去における員その他の出土遺物の情報を蒐集した。本遺跡以外

の遺物出土地の有無を確認するととを目的としたのである。

一 調査所見

1 洪水時の侵蝕断面(20 区〉の観察は、 今回の予備調査で行う 予定であったが、 乙の侵

蝕面は水中に没しており、 排水lζ要する器具および費用の調達が不可能であったので、 実施

できなかった。昨年の秋に城南町教育委員会の徳本氏が観察されたととろによると、 表土下

70 仰の付近より員層があり、 その層厚は約70cmであった、 という。

2 地形測量による地図作製の結果、 遺跡付近の徴地形的特徴が明らかになった。それは遺

物散布地点より南方(堤防の付近〉に行くにつれ、 現水田面がやや高くなっている事実であ

る。また、 遺物散布地の北方においては、 県道をへだてて、 現水田面が低くなる事実であ

る。

乙れらの事実より、 隈庄原の高台から浜戸川の流路に向かつてなだらかな沖積平野上の微

高地があり、 一種の舌状をなしており、 との舌状の徴高地の北面l乙遺物分散地点は位置して

いる。

3 15区に設置した トレンチの調査により、 次の如く層序が明らかになった。

第1 層〈表土〉

洪水時の流出土砂の再堆積。色調は暗褐色〈マンゼJレ土色表の10YR4 /3) 。

第 2 層〈水図面の上部〉

粘土質で、 暗灰色( 5Y3 /1) を呈し、 植物の根の腐蝕したものも含む。

第 5 層

砂まじりの硬質シJレト。 植物の根が垂直方向に伸びているのが認められ、 それに沿って

鉄分を含む物質が赤褐色に沈着している。色調は暗褐色(2 .5Y3 /2) 。

第 4 a層(貝層1 ) 

第5 層と粘土は同じであるが破砕した貝が混じる点に相違がある。暗褐色(2.5Y3 /2)

の色調を呈す。

第4 b層〈員層2 )

砂が少なく、 シjレ ト質の粘土。色調は暗灰色(10YR3!2)。員は破砕したものが多いが
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シジミ・ハイガイなど完全なものも混じる。

第4 C層〈貝層 3 )

砂およびシJレ ト分が多く、 粘質度を減ずる。色調は暗褐色(10YR 3 /1)。 との層の上

半はカキが多くなり、 下半にはカキの完形のものが多い。 他の員も 完形のものが多くな

る。

第5 層

育味を帯びた粘土質で、 色調は 5 Y5 /1 (灰色〉である。

4 トレンチより出土した遺物について、

本遺跡の主たる包含層は第4 層(貝層〉である。出土遺物lζ関する観察lとより、 次の傾向

が認められた。

① 貝層上部(4 a層〉には、 須恵器片、 鉄片、 縄文時代後期のものと考えられる磨り消

し縄文のある土器片などが含まれる。須恵器など弥生時代以降の遺物は、 乙の第4 a層

lζ限られる。

① 貝層中部(4 b層) !ζは、 縄文時代後期と言われている磨り消し縄文のある土器片が

多い。

① 貝層下部(4 c層 ) !とは、 縄文時代中期の特徴と言われる太い回線文をもっ土器片が

含まれ、 また胎土iζ滑石を含む土器片もある。

① 石器は、 ポイン ト、 石錘、 石斧片などが認められた。

① 獣骨は、 イノシシ、 シカのものが大部分で、 その他の小形動物の骨はきわめて少な

い。獣骨は第4 層 全体iζ分布している。

@ 魚骨は、 下顎骨、 脊椎骨などが若干数認められたが、 その同定は乙れから実施しなけ

ればならぬ。

⑦ 貝属中部(4 b層〉で、 ドングリの炭化物が若干採集された。

5 トレンチにおける層位の観察から、 貝層の厚さが約 1.5 m!ζ達している ことが判明した。

現在の地表面から貝層最上面までの深度は7 0-80仰に達する。ζれらのととから、 貝層の堆

積は現在の地表面下2 .2 -2 .3m(i海抜標高4.6-4.7m) にまで達している ことが明らかにな

っTこ。

6 過去における遺跡周辺での員の出土について、 数人の町民の方から有益な情報を得た。

本遺跡の北方および西北方2 00-300m(県道の北〉において、 それぞれ貝の出土があったと

いう。その深度については、 明らかでないが、 いずれも沖積平野の堆積層の中から出土した

ものであることは疑いない。そのうちの一地点は、 隈庄原の台地のつづきが沖積平野に半島

状に突出した微高地にある。 この微地形的特徴は、 本遺跡の場合と同一である ことは注目に

値する。

結 語
1 黒橋遺跡周辺において貝の出土がみられたととは、 本遺跡以外にも貝の堆積層を伴う遺
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跡が存在していた可能性を示す。

2 トレンチ調査により員の堆積層が約1.5mlL達するととが判明した。

5 貝の堆積層の分布範囲は、 当初の字想以上に広く小林麟也氏所有の土地およびその西方

へも伸びているととは間違いない。

4 徴地形的特徴lζ基づいて、 貝の堆積は浜戸川方面にも及んでいる ことが充分に考えられ

る。また、 河川敷内の徴高地には縄文時代の住居祉など重要な遺構が埋没している可能性が

考えられる。

5 本遺跡は、 沖積平野の堆積上に埋没した貝塚であるととが明らかになった。従来、 縄文

時代の貝塚は洪積台地上やその末端に位置するものが調査の対象とされており、 沖積堆積物

下の員塚の調査は例が少ない。縄文時代後半の生活環境を知る上に本遺跡は重要な資料を提

供するととになろう。

6 浜戸川の対岸の阿高員塚と本遺跡は、 文化遺物の上で関連が深く、 立地条件を含めて、

両遺跡の比較研究は学問的に重要な意義を有するものであり、 早急に実施されるべきで あ

る。

Level 6.40m 

1. 表土
2. 腐植土

巳コ

5. 育灰色粘土

-・‘ー・・・ー・.司圃--“・--・・ーー--‘・・・・­ー-ー-ー-ー‘』 『ーー・・h・・・・・・・・・a同町田-同町・・ー・・』 --ー・--

m
E・・
1

 
第14図 黒橋貝塚試掘トレンチ東鐙断面図
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Y 調 査 経 過

調査 に 至 る 経過 は 、 隈が前述 し た 。

昭和50年 5月1 3 日 、 調査用器材 を搬入。 翌 日 よ り 、 重機に よ っ て掘 り 上げ ら れ た 東 側 の貝塚

〈 以下「東貝塚」 と 呼称す る 〉 よ り 、 調査を開 始す る 。 調査 は 主 に 、 原貝層 の壁面露 出 を行 う 。

同時に 0 1 -1 0 区 lζ 区分 ( 後述 〉 。

5 月 下旬 調査主任の指示 に よ り 、 壁面露 出 か ら 、 重機 に よ る 山 積 部 の 遺物採集 に 重点を移

す 。 こ れは 、 本貝塚 が完全保存 さ れ る た め に 、 貝 層 自 体の調査は将来 に 期 す 乙 と が確認 さ れ

て い る た め と 言 う 。 貝 層 の 二地点分離を 確認。

4月上旬 降雨が あ れば 2 日 、 な い時で も 湧水で半 日 は原貝層 が水面下 に投 し 、 壁面 の 調 査 は

全 く の 附陪的調査 に 終 っ て し ま っ た 。 し か も 、 乙 の 頃 よ り 、 貝 層 の な い 03 -04 区 の砂層 の

露 出 に 入 っ て、 困 難 さ は倍加 し て き た 。

同 じ 頃、 乙 の砂層 は 、 浜戸川 の濫流 に よ る 旧 流路で あ り 、 少な く と も 1 0数 回 の 小変更が あ

っ た と と が判 明 し てき た 。

4 月 1 2 日 課長を 初め と し た 県文化課調査係全員の 出席の下 に、 現地指導 が行 わ れ た 。 問題点

と し て以下を 示 さ れた 。

(1 )  二地点の貝 層 聞 に 出 土遺物 の 相違があ る の か。

(2) 東貝塚 ・ 西貝塚破砕貝層 は 二次堆積ではな い の か。

乙 の 時点 で の 調査員 〈 西 国 〉 の 上記 iζ対す る 見解は下記の 通 り 。 (1 ) に就て は 、 西員塚採集

を行 っ て お ら ず不明。 (2)東貝塚 は 一次堆積 で、 二次堆積 は む し ろ 西員塚。 乙 の 様 な 見解 の 相

違は 調査員の 学術的未熟 さ に よ る も の で あ る が、 第六感的疑義 に は 納得い か な か っ た 。

な お、 今後の調査方針 と し て、 現在的調査は継続 し た 上で、 (1 )黒橋員塚周 辺 の 微地形 的 古

代地理学的研究。 (2)砂層 の04年代。 (3)基盤粘土層 ( グ ラ イ 層 か…西 田 〉 の珪藻分析。 (4)貝

層 の 拡 が り をポー リ ン グに て確認す る と と な ど を指示 さ れた 。 い ず れ も 調査員の能力 の限界

を 示す も の で あ る た め、 専門家 ・ 機聞に 依頼す る 乙 と と な っ た 。

4 月 中旬 連 日 の 降雨で作業は殆ど進 ま ず。 た だ、 東貝塚 山 積 部 の遺物収集 が一応 の終結を

み た 。

4月23 日 西員塚 の 南 側 山 積部の遺物採集を開 始 し た 。 無文土器片が多 く 、 出 水 系 の 細直線文

土器 が 出 土 し て き た 。

4 月 25 日 砂層部 の壁面露 出 を 中 止 し て、 西貝塚原層 の壁面露 出 に 移 っ た 。 層序が複雑で、 山

積部貝層 と 原貝 層 と の対比は非常 に 困難であ る 乙 と を 実体験 し た 。

5月上旬 八代工業高等専門学校佐藤伸二講師、 調査指導 の た め来跡。 以降、 折 にふれ、 同氏

の 指導を得 る 。

5月中旬 西貝塚の最下部 が現われ ( 3 x1 0x1 . 5m のヘ ド ロ が堆積 し て い た 〉 、 西貝塚の層

厚は約 1 05m で あ っ た 。

5 月 刊 日 現場事務所建つ 。
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5 月 27 日 ベル ト コ ンベアー使用 開始。

6 月 上旬 08区 ま で は壁面図完了。 西貝塚南山積部の採集終了。 北山積部の収集を 開始。 ζの

頃 よ り 、 連 日 雨天 と な り 、 原貝層 の壁面露 出 は 殆 ど不可能に な り つ つ あ っ た 。

6 月 1 2目 安 達武敏を加え、 調査員二名で調査を続行す る と と と な っ た 。

6 月 17 日 県立宇土高校教諭森通保、 林行敏氏 に来跡を乞い、 珪藻分析用 標本を採集 し た 。 午

後 よ り 豪雨。

以 後、 豪雨に よ る 湛水 と 土砂の 流入 iと よ り 、 原貝層 の 調査 は 不可能 と な り 、 北側山積部の

遺物採集の み行 う 。

7 月 7 日 大量の仕事を 残 し、 悔恨を覚え な が ら 、 器材を撤収 し 、 後時の本調査 に託す る 乙 と

と な っ た 。

7 月 1 4 日 山 口 大学教授小野忠瀬氏 に来跡を乞い、 指導助言を あ お い だ。

8 月 7 日 国学院大学教授乙益重隆氏 iζ来跡 を乞い 、 指導助言を あ お い だ。

な お 、 現地作業 に は常時文化謀文化財調査係長隈昭志の 、 電話 に よ る 指導 が行われ た 。

報告書の作成作業は翌 日 よ り 開始 し た 。 た だ し 、 遺物 の水洗 と 注記 に つ い て は 8 月 か ら 実施

し た 。 以降、 遺物 の整理 ・ 実測 ・ 拓本等 に つ い て は すべ て熊本県文化財収蔵庫の 調査作業員 に

よ っ て遂行せ ら れ、 翌年 2 月 中旬終了 し た 。 (西 国 道世〉

、、
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第一章 遺 跡

調査区と調査対象

調査対象 は 護岸工事 中 、 重機に よ っ て 山積 さ れた 南北の排土の 中 に 包蔵 さ れて い る 遺物 で あ

る 。 露 出 し た 貝層自体 は 参考 的 に 層 序を 知 る 程度で、 本来の 対象で は な い 。

な お 、 排土 と 原層 の 対比を試み た が、 本稿では記述 し な い 。

貝層 は 東西二 カ 所 に 分離 し 〈 そ の 間45m ) 、 山積部の 員層 も 明確 に 、 二つ の 山 と な っ て 、 隔

絶 し て い る 。 東側 を 東貝塚 と 仮称 し 、 西側 を西見塚 と 仮称す る 。

東員 塚 の 東端 よ り 更 に 1 0 m 東を基点l乙、 1 0 m 間隔 で0 1 -1 0 区 を設定 し 、 KBー0 1 -KBー 1 0 と

呼称 し た。東貝塚 は と の KB-02を 中 心 と し た 部分で あ り 、 西貝塚 は KBー08を 中 心 と し た 員塚

で あ る 。 貝 層 の 山積 は 、 乙 の KB-02の南側 ・ KB-08の 南 ・ 北側の三 カ 所 あ る 。 採集対象 〈 ー

調査対象〉 は こ の 山積部貝 層 中 の 人工 ・ 自然遺物で あ る 。

な お 、 補充的調査対象 と し て 、 乙 の護岸工事中 、 重機に よ っ て 掘 削破壊を受け 、 現在、 露 出

し て い る 貝 層 の 断面図 を作成す る こ と に な っ た 。 ζ れ は 、 貝塚の 形成由来 を 知 る 上 に 必要で あ

り 、 又、 山 積部 の 貝 層 が、 原貝 層 の ど の 層 に あ た る かを検討す る 上で、 ぜひ必要な も の で は あ

っ た 。 遺物の原貝層層序を 決定す る に は 、 山積部の 包含貝層 と 遺物 lζ 付着 し て い る 土壌 と を原

貝層 の そ れ ら と 対照す る こ と に よ っ て 決定 し た 。 東員塚 は 、 そ れ に 十分 に 応 え得 る 単純な 層 で

あ っ た が、 西貝塚 は非常 に複雑で あ り 、 乙 の 方法に は か な り の無理が あ っ た 。 (調査区名は 、

第1 5図、 第16図 を対照 さ れ た い 。 〉

な お 、 以下の 諸項検討は、 縄文時 代の生活復原を な す に は 、 い ず れ も 絶対必要 な 条件で あ

る 。

(1 ) 遺跡 : 周 辺遺跡 と の 対比、 貝層の広が り 、 貝塚 の 成立時期 の 確認、 地形図 と 地層 と

の 関 係、 汀線の 確定、 低地徴地形 と 遺跡の 立地関係、 周 辺の原植生、 土壌成分、 貝 層 ご と

の自然遺物の百分率

(2) 遺 物 : 土質、 土質力学、 水圧 ・ 土圧等 が遺物 に 与え る 物理 的 ・ 化学的変成作用 、 員

層 と 土層 の 土壌生成環境 と 生成作用 、 遺物原料の原産地及び そ の採集地の確認

(3) そ の 他 : C 1 4 、 水和層他の年 代測定 (西 国〉
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E 層 位

層序 は 第 1 6図 に 示 し た 。 層序模式図 は 第5 4図 (90頁〉 上図

層 は 大 ま か に 浜戸川 に よ っ て運ばれた砂層、 二つ の 員層 を 中 心 と し た 島状 の 層 、 貝層堆積の

基盤層 と な っ た 青灰色粘土層、 そ の 下層であ る 黒紫色の砂 ・ 泥質粘 土 と の縞状層 の困層 に 大別

で き る 。 そ の 内 、 1 - 4層 は 浜戸川の旧河川 内 に堆積 し た砂層であ り 、 流木流葉の 堆積層 と と

も に縞状層 を形成す る 。 図 示 し た 層 は す べて流量 ・ 流路の 変更に よ っ て堆積 し た 層であ る 。 し

か し 、 02-08聞でそ れ ら を巨視的 に み た 場合、 流路変更は つど う 4 回であ る 。 す べ て 東側 か ら

西へ と 流路を変更 し た も のであ る 。 遺物 は阿高式終末期の も の か ら 、 土師式土器 ・ 須恵器 ま であ

る 。 5 の流路の 最下層か ら は 須恵器 ( 赤焼〉 高杯の杯部 が 出 土 し た 。 員 層 は そ れ ら の 流路 に よ

っ て分断 さ れ、 02、 08の 2 区を中心 に 島状 に 残存 し て い る 。 員 層 の 形成 は ζ の 2区では 全 く 異

な っ た 堆積状況を示す。 東側 の 粘土貝 層 に よ る 島 に は 5 層 を 含 め 4 つ の 主要 な 層 が あ る 。 5 層

の 西側 は 6 ・ 7 ・ 8 層iζ斜めに く い込んで貝層の ほ ぼ 全体を覆っ て い る 。 色調 は 西側 が08区 の

黒青色土 と 同様の色相を持っ て お り 、 東へ い く に従 い育緑色の度合が強 く な る 。 遺物は 出水式

土器 と 土師式土器 が 出土す る 。 6 層 は 5 層 に 切断 さ れて お り 、 黒色を 基調 と す る 5 枚の層で

あ る 。 6 a 層は 黒色土 と 炭化物 に よ っ て成立 し て い る 。 6 b 層 は と の 6 a 層 の 下層 に あ っ て

白黄色の 粘 質土 と 炭化物の混合層であ る が、 6 c 層 の 人為 に よ っ て 落込ん だ所 に 部分 的 に 広

が っ て い る に す ぎ な い 。 7 層 はマシジミを主体 と す る 黒色純貝層で あ る が、 炭化物 を 含む 。

6 a - 6  c 層はい ずれ も 出水式土器以外の土器を含んでい な い 。 8 層 は マ シ ジ ミ と マ ガ キ を

主体と す る 黄褐色~灰黄色の純員層であ る 。 主 lζ 出水式土器を 出 土 し て い る 。 南福寺土器 ら し

き も の も あ る が確実ではない 。 ?層は灰緑色のマガキを主体 と し た 純員層であ る 。 マ シ ジ ミ も

ー尺四方の塊状 と な っ て 、 部分 的 に 存す る 。 層厚は 50-60叩あ り 、 一番厚い層であ る が、 遺物

は非常に少 な い 。 A- D形が出 る 。 以上の 6 - 8 層は お の おの水平に堆積 し 、 整然 と し て い

る 。

西貝塚の層は 5 の流路によ っ て 東側全面が浸蝕 さ れて い る 。 6 fー黒青色 の 粘土層で02 区 の

5 層に近似 し た色調をな し 、 土師式土器と縄文式土器、 弥生式土器 が混在 し て い る 。 た だ し 、

縄文式土器 が他を量的に圧 し て い る 。 6 h ・ 6 i =前者 は や や 灰 質で灰 緑色、 ハマ グリの破砕

員層。 後者は濃緑色の破砕員 層であ る 。 両者共 lζ、 他の貝層 の堆積状況 と 比べ る と 異和感 が あ

る 。 遺物は縄文時 代の も の ばか り であ る が、 6 jの濃緑色の含貝土層 〈弥生後期土器 ・ 御手洗

A式土器〉 と 相呼応 し て二次堆積の疑が強い。

以下、 6 k- 6 qは一次堆積層で あ る 。 しか し 、 6 P， 6 qは堆積 後、 部分 的 に 員 の回転が

あ っ た よ うで あ る 。 又、 6 Pの場合、 堆積の最下部 は無理な く 1 0層中 に消誠 し て お り 、 更 に

乙の 近辺の 1 0層は砂質度が強く、 1 0層中で も 特異な部分であ る 。 あ る い は 6 P層 堆積の 頃 の と

の 近辺の 1 0層は非常に柔かく、 土壌その も の が流動的であ っ た の か も し れ な い 。

ra

 

η4

 



1 0層 は スコッ プが な か な か通 り に く い程非常に堅固な 青灰色粘土層 〈 グ ラ イ 層 か〉 で あ る 。

ひ び割れは縦方向。 08の 貝 層下で、 消滅 し て い る がお そ ら く 、 浸蝕 に よ る も の で あ ろ う 。 1 1 層

は 有機物 と 砂泥 と が縞状 に ほ ぼ 20 : 1 の割合で、 堆積 し た 黒紫色の 泥炭層 で あ る 。 ド ン グ リ

他の植物遺体が多 量 に 埋没 し て い る 。 乙 の 二層 は員層堆積時す で に 、 安定 し た 層 で あ っ た ろ

う が、 植物遺体の 存在か ら み て、 地下水位は非常 に高かっ た も の と み た い 。 し か し 、 生活に は

支障な か っ た も の と 考 え て い る 。 た だ、 1 0層上面 に は 生活面だ と 積極的 に 証 し 得 る も の が な く

現時点 で は 判定不能で あ る 。

東西の 員 塚 の 堆積順序 に つ い て 一言 し て お く 。 遺物 は 原貝層 中 か ら は 検 出 し て い な い が、

遺物 に 付着 し てい る 土壌か ら 6 P ・ 6 g の 層 に は A ・ B ・ D ・ F 形等を 包含 し て い る も の と 観

た 。 し た が っ て 阿高式~ 出 水式が混在 し て い る も の と 考 え得 る 。 一方、 東貝塚 の 7 - 9 層 は 、

A -E 形土器 が 出 土 し 、 6 P ・ 6 q と 同様で あ る 。 し か し 、 ? 眉か ら は A - D形土器の み 出 土

し 、 F 形の 出 土 は な い 。 し た が っ て 西員層の状態 と は 異な る 。 ま た 、 貝 の種類か ら 言 う と 、 東

員 塚 が マ ガ キ ・ マ シ ジ ミ で 占 め ら れ て い る の に対 し 、 6 0 ・ 6 P ・ 6 qは ハ マ グ リ が主体で あ

る 。

さ て 、 不十分な が ら 、 上記の事情を考慮iζ入れて 、 層 序を見直す 。 次の 二種の 員塚形成過程

の 可能性が考 え ら れ る 。 。東員塚形成後西側一帯を 全て河川 に よ っ て 浸蝕 さ れ再堆積す る 。 @

東貝塚形成後、 河川 に よ っ て浸蝕 さ れ る が、 西側 に あ っ た貝層が残存 し た 。 二者に就て記す。

。 の 場合 は6a- 9 盾の 堆積後、 浜戸川 の 決壊に よ っ て流路が変更 し 、 KB-1 0付近 ま で 、 一

気に浸蝕す る 。 と の 時、 KB-08 付近で は 1 0層 を浸蝕 し尽 し、 1 1 層 が露 出 す る 。 そ の 後、 西貝

塚の 員 層 が 6 k ま で堆積す る 。 乙 の 場合貝 層 は 東員 塚 に ま で は 達 し な か っ た で あ ろ う 。 そ の 後

6 jの堆積期聞が あ る 。 お そ ら く 、 廃棄空間の転移 〈居住者の移動 も 含む〉 が あ っ た も の で あ

ろ う 。 6 i ・ 6 h等 も 、 廃物廃棄空間 の転移に よ っ て他所で堆積 し た 可能性が あ る 。 6 hの 灰

質の 多 さ は 、 若干、 そ の 可能性を 少な く す る が、 包含遺物 の多期 に 亘 る 事実を考慮す る と、 少

な く と も 、何等か の撹乱 が あ っ た も の と 看倣 し 得 る 。 そ う い う 、6 i - 6 k の 期 聞 を経て6q-

6 fが堆積す る 。 ζ の時5 ・ 5 e - 5  a の 各層 が堆積す る 。 5 層 と 6 f層 は 同一層 と 考 え る 。 特 に

5 層 西側の 土質 と 6 f層 の 土質 と は非常 に近似 し て い る 。 ζ の 後 iζ 再度 の 浜戸 川流路に よ る 4

- 2 層 の 浸蝕 と 堆積 が あ る 。 f91 0 ・ 1 1 の自然堆積後、 1 0層の 浸蝕が あ る 。 乙 の 時 、KB-08で は

1 0層 を完全浸蝕 し 、 消滅す る 。 東貝塚 の堆積 と 、 6 P ・ 6 qの堆積が あ る 。 更 に 連続 し て 6 0-

6k以高の堆積が進行する。 東貝塚西側切断の浸蝕の際、現在の6 j層面まで浸蝕する。6 f層
以高の堆積 が あ り 、 乙 の 時、 5層 各層 も 堆積す る 。 4-2層 の 浸 蝕 と 堆積で 、 現状 と な る 。

後者の 場合、 同時期 の貝層 に種別差が あ り す ぎ る 。 し か も 、 混在 し た 遺物を 出 土す る 。 こ れ

ら の 理由で消極的 な が ら も 、 前者。を本貝塚堆積 と す る 。

尚、考古学で言 う 一次堆積は地質学上の 二次堆積で あ る 。 ま た 、員 層 中 に 単純 な珪藻等が あ る

員 層 は考古学上で も 二次堆積 の 可能性が強 く 、 地質学上で は一次 ・ 二次堆積 の 可能性が あ る 。

東貝塚 の 貝 層 中 で は珪藻化石の 検 出 は な い と 聞 く 。 本貝塚貝 層 は 人為堆積で あ る 。 (西 国〉
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第二章 遺 物

土 器

1 分類の 原 則

下記の理由で、 「型式」概念 を使用 し な い 。 本員 塚採集資料 に 該当 す る 「型式」名を 知 ら な

い。 次 lζ、 い わ ゆ る 「型式」概念 に は、 現今、 各人各様多種多様の定義 が行われて お り 、 学術

用語 と し て の「型式」概念 は 成立 し て い な い。

以上、 二理由 に よ り 、 分類 に は「型式」概念を使用 し な い。 本稿に お い て、 「型式」概念を

使用す る 場合 は唆昧な が ら も 「系統分類」 と し て の「型式 J IC限定す る 。

2 分類の 方針

資料採集の 条件上、 細分 に は「層序」を用いず、 出 土地 区 の み重視 し た 。 し た が っ て 分類 は

形状 〈器形、 製作形態、 文様形態 e tc) を 区分原理 と し、 機械的「人為分類」に限定 し た 。

異分野の用具、 用語 と 対照 し 得 る 筆者の イ メ ー ジ言語を用 い た 。

分類 の お の お の の種 差は基本 的 な も の を掲げた が、 すべてそれに合致 し て い る と は限 ら な い

し、 破片の故の観察不可能な 物 も あ る 。 それ ら は、 大勢 に 従わせた り 、 遺存部 の み によ る 類推

を行っ た り し た 。 し か し、 以下の事項 に つ い て は、 下記の 理由で記述を 断念 し た 。

(1) 器種の 判 断。 深鉢、 浅鉢等を分類す る に は、 それな り の資料数が必要で あ る 。 本遺跡で

は、 それ に 必要 な絶対数が不足 し て い る 。 器形上、 どう し て も 浅鉢、 台付浅鉢 と し か 考 えら

れな い よ う な も の も あ る に は あ る が、 完形土器の 存在が皆無の た め、 断定に は跨賭せざ る を

得な い 。 ま た、 他遺跡の完形土器 と の対比 に よ る 推測 も 、 同時期近辺地域の 各種形状 と 器種

と の組み合せ関係 も 暖昧かっ未分析の現状で あ る 。 そのうえ形状 と 器種 と の 組み合せ関係 は

形式 ・ 地域に よ っ て異な る の が当然であ り 、 筆者 にとっては「断定 J 不能で あ る 。 一方、

「深い J r浅い J r広い J r狭い J r高い J r低 い」等 の形容詞は、 如何 に イ メ ー ジ言語 と

は言え、 それらの 数的形状 差を 明示 し得な い な ら ば、 形状対照語 と し て の イ メ ー ジ言語は消

滅す る 。 そのため、 何を も って「深鉢 ・ 浅鉢 J と判断す る か の基準を持た な い筆者に は、 乙

の 断定 は 不能で あ る 。

(2) 文様の文章表現。 一部はJ慣例に従ったが、 慣例化前の文様、 適切対照語の未探索文様は
言語に よ っ て受信者の イ メ ー ジ構築と発信者の 筆者 と の イ メー ジ 差が拡大す る 恐れ が あ る た

め に 、 極力、 乙 れを さ け た 。

(3) 文様 と 器形 ・ 文様 と 器種 ・ 文様 と 「型式J ・ 器種 と 器形の組み合せ。 乙 れらを判断す る

に は 資料の絶対数が、 それ に た る 数量で あ る 乙 と が絶対条件で あ る 。 し か し、 今回報告の 資

料では、 そ の 条件に満たな い 。 また、 地域 差 も 不 明確かっその種の報告の皆無を考え る と 、

こ れは無理で あ る 。 し か も 、 その 他の各種現状を考慮す る と、 乙 の種の 問題は、 今時報告書
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の対照外 と 信ず る に た る 根拠を有 し て い る と 、 まわ り く ど く議弘て お く 。

(4) 全形。 資料が少 な い 。

5 分 類

(1) 東貝塚採集の有文土器

A 形 〈土器 図 1 - 6 ) 

文様が、 横断面観 カ ー ル状で、 従来太形凹文 と 呼称 さ れ た も の の一部で あ る 。 口層 は 突

起 が な い場合、 水平連続の箆押引を行い、 平坦で あ る 。 また、 乙 の箆押 に よ っ て生 じ た 内

外面の口層 と の 境界稜周 辺の粘土 の は ら み を、 箆状の も の で掻 き あ げて あ る 。 と の 内 1 . 3

は砂層 出土 の も の で あ る 。

B 形 ( 7 -33) 

口屠は 水平連続の箆押で平坦 で あ る 。 は ら ん だ粘土の 掻 き あげは な い 。 乙 の 為、 口縁部

近辺の 断面観は、 口層を 底 と し た三角形状を呈す る 。 た だ、 箆押の み で は な く 、 内外の一

方か両方に、 小粘土帯を貼付 し、 ζ の 三角形を意図 的 に 強調 し た も の も あ る 。 文様は口居

下に、 明 瞭 な 文様帯を設け て い る 。 器面仕上げの工程は、 ①胴部横位の箆削 り @文様帯

作 出 @文様帯研磨を観察 し 得 る 。 乙 の 内、 ①は 当 初器面全体 に 及ん だ も の で あ ろ う が、

現在観察 し 得 る も の は、 文様帯直下の み で あ る 。

c 形 (34-46)

無段有文の 土器 で あ る 。 口層部の作出法は、 断続的波浪状の箆押引を行い、 そ れ に よ っ

て生 じ た 口層界稜 の 粘土 の は ら み を処々 ( 又は 全部〉 、 箆圧引し た 所 が あ る 。 また、 文様

施文後に そ の 文様帯下方を 〈土器を正常に立てて見た場合=以下同 じ〉 左か ら 右方 向 へ箆

削 を し て い る 。 そ の 幅 は 2 - 5 仰で あ る 。 と の た め、 文様帯 は 幾分肥厚気味で、 口縁帯 に

近 く な る 。 そ の 後、 そ の 下方を下か ら 上へ箆研磨して い る 。 また、 箆削部分 も 含め て 全部

研磨 し て い る も の も あ る 。 乙 の 場合、 研磨方向 は下か ら 上への も の が多 い が、 横位の も の

も あ る 。

以上、 ロ縁近辺の製作工程を記す と 、 ①胴部箆削 @文様帯施文 ①文様帯下方の横位

の箆削 @横位箆削 帯下方の縦位研磨 ( @' と し て文様帯下方の 全研磨〉 と な る 。 但 し 、

@ と し て、 文様帯の 研磨を行っ て い る よ う だが、 確証は な い 。 な お、 B 形 と の 相違 は①を

行い、 文様帯 の 区 割を示 し て い る と と で あ る 。

文様は、 細形凹文で、 工具は箆状の も の と 考 え る 。 旋文位置 は口縁 iζ限 ら れ、 そ の 内 一

部 は口唇に 刺突速点文 ・ 枕線文を持っ て い る 。

D 形 (47-81 、 1 00-1 05、 1 07)

乙 の類 は前三者 と 異 な り 、 明瞭な 段を有し、 口縁帯が顕在化 し て い る 。 と れは、 段部 に

粘土紐を貼付す る 際に、 そ れ以下の粘土紐 よ り も 太 い も の 〈また は、 伸 し 方が少な い も
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の か も し れな いが、 そ の 点の推測は不能) を使用 し た 結果で あ る 。 口層部 の 押引は 弱 く 不

連続で あ り 、 む し ろ撫状で あ る 。 乙 の た め 、 前三者 と は 異な り 、 口縁帯 の 断面観は間丸の

長方形 lと 近 い 。 ま た 、 口縁帯下の 削 り は な く 、 段 と 下方 の 堺 と な る 段の 面 自 体の箆削 り と

箆研磨を行っ て い る 。 (=段部の箆削〉

以上 iと よ り 、 口縁近辺の 器面仕上の工程は、 ①作段一口縁帯 ①口縁帯研磨=文様帯

①施文 ①段部の箆削 り ま た は箆研磨 @胴部の箆研磨 と な る 。 な お 、 胴部の・箆削 り 〈縦

位一下か ら 上へ。 以下同 じ 。 〉 の順位は①の た め に 不 明で あ る が、 一部 に@①聞 に 行っ て

い る も の が あ り 、 と の 聞 に 施行 し た も の と 推定 し た 。

器形上 の 特徴 と し て は 、 外壁段部 と 対応す る 内壁に 明瞭な 稜線を持つ も の が多 い 。 こ れ

は口縁帯 の 粘土紐の 太きが関 係 し よ う 。 乙 の 太 さ の た め 、 稜 で は な く 、 粘土の 研磨残 し に

よ る 正面観波浪状の 低 い 段 に な る 場合 も あ る 。 ま た 明瞭 な 段、 稜 で は な く と も 屈曲 す る の

に 変 り は な い 。 ζ れ は 、 A - C 形の 内壁と の 大 き な 差で あ る 。 ま た 、 外壁 も 段下か ら す ぐ

に 外 曲 し な が ら 底部 に 至 る 。

文様 は三 日 月 状連続文、 斜線文、 逆S字状文な ど 曲 線文が多 い 。 文様帯 はA ・ B Iと 比 し

狭い。 し か し 、 大半は 文様横断面観がU字状 と な る 。

E 形 ( 82-83)

有段有文の 土器群で あ る 。 外壁に紐土帯を貼付 し 、 明瞭 な 段を作 る 。 乙 の 段面 と そ の 近
いちど告

辺の 胴部を一時に箆削 り し 、 内 曲 す る 頚部を生 じ る と と に な る 。 ま た 、 乙 の 段面 と 段 と を

削 去す る 乙 と に よ っ て 、 内壁の屈 折部は、外壁の 段 よ り も 1 -3 cm下方 に な る 。 ま た 、 屈 折

部 の 稜 は 、 む し ろ 無に 近 く 、 研磨時に粘土を寄せて稜を作 出 し た 観 が あ る 。 し か も 弱い 。

上記を ま と め て工程)1買 を示す と 、( fÌÍ) 1 ) 作段 ①段面段下削 り ①施文①段下研磨 ①口

縁帯研磨@文様周 辺箆引 と な る 。 D形 と の 相異 は 、 D形が器面調整 と し て の 胴部箆削 と な

っ て い る の が、 E 形は そ れ も 当 然 あ っ た で あ ろ う が観察不能で あ り 、 か わ り に 段面 ・ 段下胴

部 の 同 時削 り と な っ て い る と と が あげ ら れ る 。 乙 の た め、 心持ち D形 よ り も 口縁帯が狭 く

な る 。 ま た 、 ①工程は D形が段面 と そ の 近辺の 段部の箆削 り 、 も し く は箆研磨 と な っ て い

る の に 対 し 、 E形は 段面 l乙 対 し て は 何の意図 も 感 じ ら れず に 、 段下の み の箆研磨が施 さ れ

て い る と と も あげ得 る 。@工程の 付加は E形 し か な い 。

文様は複垂線と平行線である。 その他の文様上の特徴はD形の項を参照されたい。

F 形 ( 85-99、 1 06、 1 1 0)

外壁無段、 内壁有稜 の 一群で あ る 。外壁の口縁近辺の製作工程 は 〈且.v と し て の 胴部

箆削 〈亙土〉 太 い粘土帯の貼付o口縁文様帯①口縁帯器面調整=撫で @施文①文様帯

下箆引 と な る 。 と の 内 、 (且.vは削りの方向は横位であるが、 左右の廻りの比が相半ば

す る 。 ①は箆引後、 全面 を入念な研磨を施 し 、 (旦.vが不 明 と な っ て い る も の も あ る 。
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文様 は 、 断面U字形が多い が、 一方痕跡的 な も の も あ る 。

(2) 東貝塚採集の無文土器

有文土器 は 、 製作工程を 中 心 に分類を試み た 。 無文土器 も 旋文 lζ 関す る 諸工程を 別 lとすれ

ば、 製作工程 は 同ー と 判断 し て 、 分類を遂行 し て みた。 し か し 、 そ の 過程で器形 も 有文土器

と は 異な っ て い る も の が多 い と 感 じ た 。 し た がっ て、 本項で は 、 無文土器 と 有文土器の器形

類似 の 資料に限 り 記述す る と と と し 、 他 は 図 示 iζ 留 め た 。

A' ・ B'形 ( 1 20)

口居近辺 に横撫の刷毛を使用す る 。

c' 形 ( 1 35)

口屠断面観 は A 形 に 似 る 。

D' 形 (1 09、 1 1 5， 1 1 9、 1 2 1 、 1 25、 1 29-1 31 )

文様関係 の 工程を 除 けば、 他 は殆 ど有文土器 に 一致す る 。 こ と に 1 09 は有文土器の 1 00 と

器形が完全に近 く 一致 し て い る 。 文様帯の箆研磨 も 入念で あ る 。

E' 形 ( 1 26" -1 28、 1 32)

外観上は E 形 に 似 る が、 製作工程を考慮す る と 後述の G形 に近い。 記載外の 内 、 1 1 1-

1 1 6、 1 1 9 は 上方の 粘土帯の 附着状況が明瞭で あ る 。 1 1 7 は縦位の箆削 後の刷毛 に よ る 横

ナ デが 明 瞭。 こ の記載 (E '形〕外 の も の は、 古型式 に 属す る 。

(3 ) 酉貝塚採集の有文土器

西貝塚 は 、 縄文時代中 期か ら 後期中葉の 西平式土器 の祖源的 な 土器 ま で を 含 ん で い る 。

な お 、 第6 9 層 以上 に は 弥生時代後期の土器か ら 土師式土器 ま で を 含 ん で い る が、 乙 れは 今

回 の報告か ら は省 い た 。

A 形 ( 1 7 1 -1 75、 1 76、 1 80、 205)

本形式の 土器 は 施文後、 入念 な 周 辺研磨を施す こ と が特徴で あ る 。 文様は 太形凹文の 入

組文的 な も の (1 7 1 ) 指頭様凹点文等が あ る 。

B 形 ( 1 76-1 78、 1 81 、 1 82、 1 87)

A 形の 平行回線文 と S字状凹文の組み合せの も の 1 77 が あ る 。 乙 れは東貝塚 に はな い 。

c 形 ( 1 83、 1 84、 1 86)

無文粗製の土器で、 工程上本形に 一致す る も の を、 便宜上 乙 乙 に記 し た。

D ・ E形 (207)

東貝 塚 に ほ ぼ 同 じ 。

F 形 (21 1 ， 2 1 3-225)

沈線が細 く 痕跡的 な も の (21 4)、 明瞭な も の (225)が ある。 いずれ も 、 周辺研磨を施

さ な い 。 文様帯下 に 施文後iζ引いた枕線、 刺突連点文等の あ る も の が あ る 。 乙 れ ら は 文様
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第 20 図 東貝塚土器図 ( D 型)
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帯下の箆条痕が粗い。 (223， 224) 型式的 に新 し い 。

G 形

以下、 H ・ I ・ J 形は 本地 区 に の み あ っ て 、 東員 塚 lζ 全 く み ら れな か っ た 資料で あ る 。

本形は 、 口 縁部 が肥厚す る 。 乙 れは 前述D -F 形 と 同様で あ る が、 肥厚 さ せ る 為 に貼付 し

た 粘土 は 前工程の 粘土紐の上位 に は 付 け ず、 前工程の 表面上方 に貼付 し 、 口層部 は貼付粘

土 と 前工程粘土帯の両者の粘土 に よ っ て な っ て い る 。 ま た 、 文様帯 と 口縁帯の不一致 も

C -F 形 と 相違す る と 乙 ろ で あ る 。 乙 れ に は三形式が あ る 。

G 1 形 (228-230， 235-238)

口 縁肥厚帯の粘土の貼付 は 、 前工程の粘土最上面に 薄 く 貼 り つ け る の み で あ る 。 し た が

っ て 、 口縁部 の 断面観は三角形状を示す。 貼付 し た の ち に 上下を研磨す る 。 そ の た め 、 段

も 角ばっ て は い な い 。 た だ し 228 は 、 H a 文様帯施文時 iζ箆で掻 き 、 一見、 角ばっ た 段 と

な っ て い る 。 235 も 口 縁肥厚帯の状態 は 同様だが、 頚部 の 研磨 は 入念 で あ り 、 焼成 と も 極

め て良好で あ る 。 形式的 に は 本類で は あ る が、 型式的異和感を感 じ る 。

文様は 山 内清男氏の言 う 1 • H a 文様帯lζ 認め ら れ る も の と 、 1 Iζ の み認 め ら れ る も の注1
と の二者が あ る 。 い ずれに し て も 、 斜線文、 垂線文の組み合せで あ る 。 た だ、 そ れ ら の 単

位性 に つ い て は 、 把握 し て い な い 。

G 2 形 (231 ， 232)

口 縁肥厚帯の貼付状況は、 G 1 形lと同 じ で あ る 。 し か し 、 以下の 点で異な る 。 貼付以前

に 前工程 と し て 、 頚部 以下の研磨を行 う 。 そ の た め 、 段は (232) の よ う に頚部 側 に 張 り

出 し 気味 と な る 。 ま た 、 最終工程 と し て 口層部 も し く は 口唇部 内面を、 箆押引あ る い は箆

削 り に よ っ て「面取 り 」を行 う 。

施文具は先端U字状の 細 い箆様工具で あ る 。 文様 は1 • Hの文様帯lζ存在 し 、 刺突文、

平行線文等 が あ る 。 組み合せは Iの場合は 平行線文 と 縦位刺突文 で、 こ の刺突文 で 区 切 り

を行 う 。 乙 の 二者でー単位 で あ ろ う 。 平行線を縦位 〈垂線 ・ 刺突文〉 で分 断す る の は 、 E

• F 形 と 同様 で あ り 、 二本 (又は二個〉 で一対 と な る の は E 形 と 同 様 で あ る 。

G 3 形 (239-245)

器形 ・ 製法は 殆 どG 2 形 に一致す る 。 ただ本形は無文 で あ る 。 全形はG 2 形 と 異 な る ら

し く 口 縁近辺は 外 曲 し て い る も の が多い。 器高 の低い も の が多 く 見 う け ら れ る 。

な お 、 236， 237 は員殻復縁 に よ る 施文であ る 。 お そ ら く 、 同一個体であろう。 乙 の 口 縁

断面観はG 1 形lζ一致 し、 口 縁肥厚帯の製作工程はG 2 形lζ一致す る 。 な お 、 1点 し か例

がな く 、 本稿 で は 所属 形式な し と し て お く 。

H 形 (233)

本形は 前項の無所属形式 と 同様に、 貝殻復縁 に よ っ て施文 さ れて い る 。 し か し、 口 縁製

法が異 なるため、 少数例では あるが、 ー形式 と する。 口唇部形成の 前段工程による器形は

内 曲 し て い る 。 そ と に 、 内壁の 口唇部下 に一条 の粘土紐を貼付 し 、 外 曲 し た 内壁を構成す
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第 21 図 東貝塚土器図 (D 型)
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る 。 ζ の た め 口層部 は 消誠 し て、 前段工程の 口層部 は 口 縁部 lζ昇化す る 。 乙 れ が文様帯 と

な り 、 施文が行わ れ る 。 第233図 は、 乙 の よ う な製作工程の為に、 口 縁 部 の 中央 〈粘土の

接 ぎ 目 〉 が凹ん だ ま ま と な っ て い る 。

その他の土器

以下 の 土器 に つ い て は 、 分析分類の途時 を報告す る 。

μ} 磨 消 縄文系土器

磨 消 縄文は 今次資料中 で は 257 の み で あ る 。 他は撮似縄文 ま た は 充填縄文。

o 339 は 福岡KlI式土器 と 考え る 。 口 縁部 よ り 外 曲 し な が ら 、 そ の ま ま 底部 に 至 る 。 若干上

げ底で あ る 。 三本をー単位 と す る 枕線が 基調 では あ る が、 下部 の 一対の み二本詑線で あ

る 。 ζ の種の土器 で は朱塗の例が多 い が本例では 泥土汚洗 Iと よ り 不 明 で あ る 。
。 小池原上層式系 の土器 (247 �253， 256 �260) 注2

260 は 、 鈎手状繋 ぎ文、 低 い 山形 口縁近辺の枕線、 橋状把手の文様構成等 か ら み て頼戸

内主君、 小池原上層 式 の 系統の土器 と み た い 。 259 も 同 じ く 、 文様構成 に瀬戸 内 的様相 を

感 じ る 。 乙 の 種の文様は、 御手洗 B 式等 では非常 に稀で あ る 。
。 そ の他の磨消縄文系土器

267 は 北久根山 式 に 伴 出 す る 土器 に近似す る 。 口 縁部断面三角 形の 研磨度の高 い も の で
注4

あ る 。 261 は 器面調整後iζ縦位 の粘土を貼付 し 、 擬似縄文 〈施文具不詳〉 を 施 し て い る 。

旋文 に 至 る 以前で、 成形中 断が あ る 乙 と に注意 し た 。 308 は 底部で あ る 。 凹底で あ る が、

そ の 接地面 に の み、 競似縄文を施 し て い る 。

(ロ} 縄文系 の 無縄文土器

小池原上層 や 、 そ の 前後i乙位置す る 詑線文土器 と 考え る 。 267 は 北久根山 系 の土器で あ る 。

2 89 は 従来 は 西平系土器 と 称 さ れて い る も の で あ る が、 よ り 遡源的な形状で あ る 。 口 縁部 の

製法は 、 G1形土器 に近似 し、 頚部 の研磨 も 入念であ る 。 刺突文 ・ 横位洗線等 の状態は 西平式

土器 lζ類似す る が、 そ れ よ り 幅広 で あ る 。

付 刺突連点文 の土器 (272 �288， 290) 

従来、 御手洗 A 式土器 と 呼称 さ れて い る 土器 に該当 す る 。注5
器形は鉢形 lζ限 ら れて い る よ う で あ る 。 口 縁 は 平縁が多い が、 1 点だけ 、 山 形隆起を な し

て い る も の が あ る 。 し か も 、 口 縁帯が段を も っ て 以下 と 区別 さ れ る 。 そ の貼付状態 はG形土

器 に ほ ぼ一致す る 。

(4) 西貝塚採集の無文土器

本地 区 は 東員 塚 に 比 し て 、 遺物の型式 ・ 形式 と も に多種多様で あ る 。 一方、 そ れ に 相反 し

て無文土器 の数量は多様性を分析す る に足る も の で は な い 。 器形 も 単純で、 製作工程をみ る

に は プ ロ グ ラ ムが 少な す ぎ た 。 し た が っ て、 本項で は 、 口 縁部近辺の器面調整 の 状態で 区
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分 し て お く 。 な お 、 そ の形状 は「基本的 に」 と 言 う に過 ぎず、 下記の「縦位」の場合には

「斜位」も含 め て い る 。 た だ し 、 横位 の場合は 一定の規律的 な幅が認め ら れ る 場合に の み使

用 す る 。

a 類 (31 4 �31 7 ， 31 9 ， 320 ， 322 �325) 

本類 は 口層部直下 に 1 �2 仰の幅で刷毛状工具 も し く は箆状工具で、 横撫 ・ 横研磨を

施 し 、 そ れ以下 は縦位の「 ナデ」を行 っ て い る 。 口唇部 に 円形刺突文を持つものが あ る

(322) 。

b 類 (321 ， 326， 328) 

本類の横位、 縦位 の幅は、 a類lζ一致す る 。 し か し 、 い ずれも「削 り 」で あ る 。

c 類 (332 ， 333 ， 335 �337) 

口辱部直下か ら 6 �7閣の幅広の横削 り を施 し、 そ れ以下 は縦位の 削 り で あ る 。 器面 ・

焼成 に組 さ を 感 じ る 。

d 類 (322 ， 334， 338) 

全面、 横位 の箆研磨で あ る 。 後述e 類 よ り も精製度が高 い。 一部、 箆様工具を押 し つ け

なが ら引い たものが あ る 。 334 は、 同 じ横研磨 で は あ る が、 焼成 は 極 め て 良好で、 型式的

に は や や異型 さ を 感 じ る 。 波状 口 縁のもの も あ る 。

e 類

全面横撫の 器面調整であ る 。 331 の よ う に 細長 い箆条線 で調整 し たものもあ る 。 こ れ は

胴部 に 縦位のものがあ り 、 胴部下半では縦位 に 変化す る の かも し れな い 。

上記 a �e 類 iとは、 形式・型式 と もに無関係に 区分 し たもの だが、 時 間 的 に は 、 お お む

ね次の様な 関 係が あ る もの と 考 え る 。

a 、 b類は 東貝塚 に 多 く 、 東貝塚で は c �e 類の資料は少 な い 。 ま た 、 阿高系 の土器 ら

し い 3 1 4 な ど は 、 a類 で あ る 。 基本的 に B �D形土器 は 本類の手法を踏襲 し て い る と み た

い 。 口唇近辺の横撫は、 文様帯の 中心をな す。 一方、 採集時の と の類の 土器 に 附着 し た

土壌を検討す る と 、 下層方面 に近いもの が大半で あ る 。 し た が っ て、 a ・ b類 は 古型式に

多 い器面調整 と 考え る 。 a類が精製、 b類が組製 と も考え得 る 。

c �e 類は、 a ・ b類の反対理由で新型式で あ ろ う 。 330 は、 古 い形の 西平式土器 iζ伴

出 す る 無文精製の 口 縁 で あ ろ う 。

胴部器面調整 に条線文が あ る 。 乙 の 内 300 ， 302 ， 31 9 ，  331 ， 333 に み ら れ る 細長条線 は

後期北久根山 式土器前後に形式的復活をす る 留意す べ き 器面調整 で あ る 。

(5) 黒橋貝塚出土の土器底部

本項で は 、 黒橋貝塚二員塚の底部資料 lζ就て言及す る 。 形式 と の 対比 を示 し 得 る も の が少

な く 、 無文土器同様、 類別 に 留 め る 。

底部 は 五類七穫を製法的に分類 し た 。
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第 23 図 東貝塚土器図 ( D・F 型)
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a 1 類 ( 1 36-1 40、 297、 301 )

基底 に 円盤を据え、 そ の 上に胴部粘土帯を付着 さ せて い く 。 接地面近辺で、 外壁は内 曲

す る 。 そ の 後の削 り の方向 は 、 下か ら 上 に箆に て行 う 。 東貝塚で 6例、 西貝塚 で 1 ( +  2 ) 
例 を認 め る 。 西貝塚 の 後者の 2例 (301 他〉 に は 外壁の 接地近辺の 辺 り を幅 1 - 2却の狭

い横撫で 〈最終工程〉 が あ る 。 と の工程は 後述の b2 類の工程 と 同 じ で あ る 。

内壁は、 基底 円盤 と の 接着点を 中心 に横撫でが行わ れ る 。

a2 類 ( 1 4 1 -1 45、 296)

基底 円盤 と 胴部 と の 接着 関係はa 1類 と 同様で あ る 。 又、 外壁の状態 も 変 り はな い。 し か

し 、 内壁が異 な る 。 a 1 の 接着点は単な る 撫で で あ っ た が、 a2 は 指頭様の工具 (人体の そ れ

も 含む 。 〉 で扶 り 状 に 強 く 押 さ え て引 く 。 し た が っ て 、 太形凹文状を呈す る 。 東員塚 lζ 5

点、 西貝塚 に 1 点を認め る 。

b1 類 ( 1 49-1 54、 298)

bl b2 類は 基底 円盤の外側に粘土を付着 さ せ 、胴部を成形す る 。 し か し 、 b1類は 外壁 と 内

壁がa l類 と 外観上一致す る 。 箆削 り も 同様であ る 。 な お 、 通常、 基底 円盤 の 外 周 は 面 を な

し 、 ほ ぽ直角 に 切れ る 。 し か し 東貝塚 の 1 49、 1 52 と 西貝塚 の 298は 、 外周が線状で尖っ て

い る 。

東貝 塚 IC::: 6例 ( 4 + 2 ) と 西貝塚 に 1 例 (+ 1 ) を認め た 。

b2 類 ( 1 55、 1 59， 1 62、 299、 303、 306)

b2類は外壁接地面 lζ横撫で (幅 1 - 2叩〉 があ る 点で、 b1類 と 異な る 。 東 ・ 西貝塚共lζ

5例 を 認 め た 。

c 類 (1 02、 1 63、 1 64、 1 93、 304、 309-3 1 2)

C類は高台を な す一群で あ る 。 ほ ぼ完形土器で あ る 1 02 も 本類 と 判断 し た 。 東員 塚 に 5

例、 西貝塚 に 6例 を 認 め た 。

東員塚 の 場合 は 、 底部の 円盤が器墜 と 同時進行的に製作 さ れた ら し く 、 接着 は器壁の 内

側 (器壁は 円盤 の外側〉 で な さ れた よ う に観察 し た 。 西貝塚 も 1 例 は 東員塚 と 同様で あ る

が、 他 の 4例 の 器壁の粘土の付着 は 、 円盤面 内 lζ 上、 下 し て お り 、 工程 に 心像 中 断 を 認 め

る 。

d 類 ( 1 56-1 58、 305)

d類の 基 底 円盤 と 胴部粘土の 付着状態はb2 類に近似す る 。 し か し 、 その 後の 所作は異 な

る 。 まず、 接地面へ の粘土伸ば し がな く 、 他面 と の器壁厚 に 差は な い 。 又、 そ の結果で も

あ ろ う か、 外壁は 、 接地面近辺で 内 曲す る と と がな く 、 緩い外 曲 で胴上半 iζ 向 か う 。 底部

胴部共 に 器壁の 薄 い 傾 向 が あ る の も 本類の特徴で あ る 。

な お 、 本類は 東貝 塚 に 5 点、 西貝塚 に 1 点を認 め た が、 いずれ も 朱塗土器 で あ る 。 乙 れ

は 器形 と 朱塗土器 と の 関 係 に 何等かの 規律を推すζ と が可能で あ る 。 (本遺跡 lζ限定する

が。 〉
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e 類 ( 1 60、 308)

本類は 製作上基本的 に a 類 lζ近似す る 。 し か し 、 a 類 は 、 凹み底を呈 し つ つ外縁が線状

と な っ て い る に 対 し 、 前者 は 平坦面を持っ て接地 し て い る 。 そ れ と 、 ど の よ う な 関 係を有

す る の か の 判 断 の 材料 に 之 し い が、 基底 円盤は外周近辺で急l乙部厚 と な り 、 そ の近辺 は 地

に 向 っ て 、 屈折 し た様な観を呈 し て い る 。 東、 西貝塚 に一点ずつ 出 土 し て い る が、 西貝 塚

の そ れは そ の 平坦面 に 擬似縄文を施 し て い る 。

( 6 )  朱塗土器

言辞 は 市毛勲氏 に よ っ た 。
注 6

本項は形式他 の分類 と は全 く 関係、がな く 、 単 iζ「道具J 中 の 特殊例 と し て他 の土製品 と 同

列 に 扱 っ て い る 。

本遺跡で も 東、 西員塚 lζ朱塗遺物が出土 し て い る 。 型式上、 多型式 lζ 亘 り 、 形式上 も 前記

の A -G型 に 合致す る の も あ る か と 思えば、 全 く 異な っ た 形式を な す も の も あ る 。 文様 も 無

文例 〈全面塗彩〉 朱に よ る 文様、 全面塗彩 な が ら も 枕線他 の 文様を も つ も の が あ る 。 又、 小

破片が多 く 、 全形を 窺 い 得 る も の も 少 な か っ た 。 便宜的 に型式 ・ 形式 を 混用 す る 。

340、 341 は 南福寺式系 の も の と 考え る 。 器形は八幡一郎氏が報告 し た 例 に近似す る 。 全面
注 7 注13

塗彩 で あ る 。 1 57 も 同 式底部 で あ る 。 底部接地面 に朱に よ る 三 角 文を付 し て い る よ う だ が、

採集時 に 水 中 に 没 し て い た た め 洗われてお り 、 認定不能で あ る 。

349 は D形土器 で あ る 。 口 縁帯 lζ朱塗を し て い る 。 沈 刻 は そ の 後 lζ 行わ れ ， 三角 形状 に 一

端が尖が る 。 352 もF 型土器で あ ろ う 。 全面塗彩で あ る 。 後期 中葉の も の か。

写真図版 1 6 (1 21 ) は 把手で あ る 。 x 字状橋状把手は 出 水員塚か ら も 多 数 出 土 し て い る 。

型式 は 認定不能だが一応 出 水式土器 と し て お く 。 353は 出 水式土器で あ ろ う か。 342 は 枕線 内
注 8

に の み施朱 し て い る 。 1 56-1 58、 305等は底部の項で記 し た の で 別段記 さ な い 。

朱塗土器 は 、 九州 で は 早期 iζ 始 ま る 。 し か し 、 朱に よ る 文様描写 は九州 で は は っ き り し な
注 9

い 。 中 期阿高式期の朱塗は 全面塗彩 に近 く 、 文様を構成す る も の は な い 。 本遺跡で も 積極 的
注10

に そ れ と 認定 し 得 る も の は な か っ た 。 し か し 、 1 57 の例か ら 、 朱に よ る 文様構成が あ っ た 可

能性を 、 可能性 と し て留保 し て お き た い 。

ま た 、 無文で全面塗彩の多 さ と 、 349 に み る 沈線の 工程順位か ら 推す と 、 朱塗 は 出線 等 の

文様よ り も 心像的高位 lと あ っ た と し て お き た い 。

( 7 )  土器分類 に 関 す る 所感

分類は形状分類、 と く に製作形状 に よ っ た 。 理由は下記 の 通 り 。

土器製作 に は 、 発信者 と 受信者の二者が不可欠で あ る 。 発信者 は 彼の思 う 前世代の 土器製

作手法を用 い る 。 し か し 、 彼 自 身の意図 の有無にかかわ ら ず、 前世代か ら の誤 っ た 情報 と 時

代 に よ る 彼 自 身の新知見 と 集団規制を心像化 し て お り 、 土器製作は そ れ に 基 き 行 う 。 つ ま り

土器製作は 情報処理の 問題で あ る 。 個体中 の 文様の軌跡 は 、 よ り 個性的問題 で あ る 。 た だ、

製作の 時 ・ 用具 ・ 手法 と の 関連 の 中 で、 単元文様や文様帯の位置 ・ 文 様 帯 聞 の 文様構成 の
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相違等 と の組み合せを参酌す る 場合 に の み、 集団規制 と し て有効で あ る と 考え る 。 し か し 、

本遺跡 の例数 の み で は と れを断念せ ざ る を得な い。 し た が っ て 、 文様 と 共 に 発信 さ れ、 よ り

実体験 的 な 製作手法 ・ 工程が本遺跡資料 の分析 に 唯一の方法 と な る 。

乙 の 意識下 に分類 を し た が、 統一性 (無文土器 ・ 底部等〉 を欠 い た 。 ま た 、 文様構成上、

他遺跡例 と の 比較対照を意図 的 lζ行わ な か っ た結果、 異種異型式 ま た は 同種同型式 と 考 え 得

る も の を 同形式 と し て分類 し た 。 乙 れは 、 文様の 単位単元文様を考慮 し な か っ た 筆者 の 分析

不備 で も あ る が、 形式 と 型式の 差で も あ る 。 な お 、 西員塚 の分類は資料数の 関 係 ば か り で は

な く 、 筆者の能力 の 問題 も か ら ん で、 形式分類を行 わ な か っ た 。 形式 は お お む ね、 8 形式 に

分類 し 、 別 に 縄文系土器 と 御手洗 A 式系土器を記 し て き た 。 と と で、 文様構成を 区分原理 と

す る 「型式」 と 本稿形式 と の対比を考え て み た い。 ( 区分原理が異 な る た め 、 合致 し な い の

が 当 然な の だ が) (48頁表参照〉

乙 の 表 に よ る と 、 機械的分類で あ る 形式 と 系統的分類で あ る 型式 と は 、 全 く の 無関係 と は

言え な い 。 む し ろ 、 密接な 関係を持っ て い る と し か言い よ う が な い 。 し か し 、 一方では逆 に

型式分類 に は 製作手法への 考慮が二次的 に し か 関係 し て い な い と い え る 。 と の 重複 と 間隙 に

つ い て は、 次の 様な 推測 を し て み た い 。

従来、 南福寺式土器 と 出 水式土器 は一系統二時期 に弁別 さ れて き た 。 そ の 中 の 比較弁別作

業 に よ っ て得 ら れた両者 の 差違を略記す る と 、 第一 は 曲線的文様 と 直線的 文様で あ る 。 第二

は枕線の幅の 大小で あ る 。 第三は 三角形箆削 文の 有無。 第四 は 口 縁帯幅の 大小。 等 々 で あ

る 。 ζ れ ら は 一般 に 、 阿高系文様の「後退」 と 「頬廃」の度合 と し て 表現 さ れて き た 。

し か し 、 分類 に お け る 区分肢 は互 に排他的でな け れ ば な ら な い と 思 う 。 上記の 種 差 ・ 種 差

の 意 味す る も の を 併せ考え て 実見 し た 場合、 果 し て 、 南福寺式 ・ 出 水式土器の 区分が可能で

あ ろ う か。 文様は確か に土器 の 持つ本質的属性で あ る の か も し れな い の に 、 土器個 々 に あ た

っ て 感覚的 に 弁 別す る し か方法がな い のであ る 。 先学の 与 え た概念 は 、 ニ ・ 三の 図 と 暖昧で

混乱 し た 定義 ? し か な い 。 乙 れ は、 乙 の両型式が暖 昧な 内 包 と 検討 さ れた ζ と の な い外延に

よ っ て「規定 ・ 抽象」化 さ れて き た た め で あ る 。 い う な れば、 乙 れ ら 二型式は概念 と し て成

立 し て い な い の で あ る 。

さ ら に 、 乙 の よ う な型式概念 の 暖 昧 さ の 一方で、 時間 差を表す も の と し て の と の 二型 式は

過半を 否定せね ば な ら な い よ う に思 う 。 つ ま り 、 時 間 差 は 日 常的 で潜在的 な 合理化作用 を経

て い る 製作法を検討す る 乙 と が、 そ の 把握に は よ り 適切 で あ る 。 と 、 す る な ら ば、 前掲表に

み ら れ る よ う に 、 時間 差を表す も の と し て の南福寺 式 ・ 出 水式土器の排他的時間 差 は 否定せ

ざ る を得な い 。

両者は 大半 の 期 間、 同時併行的 に製作 ・ 使用 さ れた型式で あ る 。 も ち ろ ん 、 所謂、 南福寺

式土器 は 、 そ れ ら の 中 で も 古期 に多い製作法を持つ土器 の 一群で あ る 。 し か し 、 そ れ よ り も

従前 、 出 水式土器 〈 出 水尾崎貝塚の土器 = 出 水土器 に限定 し な い 。 む し ろ 、 出 水土器 は 除外〉

と 称 さ れた土器群のー ツ の 姿で あ る と 考え た 方が良い よ う に 思 う 。 そ し て 、 出 水土器 に 代表
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さ れ る 出 水式土器 は 、 両型式後半期 の一地域 差で あ ろ う 。

G形土器 は 、 出 水 式土器 のー型式で あ る が、 地域 差 と 考え得 る 差が あ る 。 口 縁帯 = 文様帯

と な っ て い な い点 で は 共通す る が、 飽文 は 出 水式に比べて深 く 鮮 明 で あ る 。 G1 形 の 垂 下

〈斜〉 線文 も 、 前期 曽 畑式土器 lζ近似 し た幾何学的文様を持 っ て い る 。 頭地下手遺跡 の そ れ

と も 、 出 水土器 の そ れ と も 異な っ て い る 。 黒橋近辺の地域性 と し て お き た い 。

乙 の形式は、 F 形土器 に重な り な が ら 後続す る も の で あ ろ う が、 本遺跡 で は 、 乙 の形 が東

貝塚 は 出 土 し て い な い 。 し か も 、 東員塚 に は 1 点の磨消縄文系土器 も 出 土 し て い な い。 黒橋

貝塚 の東貝塚 で は 現在、 一点 の磨消縄文 も 出 て い な い か ら 、 黒橋貝塚で は 出 水式 期 に 磨 消 縄

文 を 知 っ た と し て お き た い 。 出 水式土器 も 、 と れ に よ っ て 前後に弁別可能で あ ろ う 。 G 2 形

土器 は 、 沖 の原土器 (Kitakuneyama sakata) Iと き わ め て類似 し て い る 。 し た が っ て 、 北

久根山 式土器直前の形態を有 し て い る と し てお く 。

|ぷ�I 阿 高 南 福 寺 出 水

E 

F 

そ の他
平城 ・ 小池原系…250 . 259 . 260 . 266
北久根山式・ . . . . ・ H ・201 . 226 . 254. 262. 267. 268
渡鹿・ ・ . . . . . . . . ・ H ・ . . .258. 261 . 269
御手洗 B 式・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 剖9. 252
鐘 ケ 崎式. . . ・ H ・ . . …247 . 256. 257 . 263

注 339は他地域か ら の搬入品 と 考え る 。 他の遺物 も、 と の土器 と 同時期の も の はなかっ た。
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第 35 図 酉貝塚土器図 (底部)
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E 石 器

1 分類の原則 と 方針

分類名 は従来 の 名 称 に 固執せず、 区分法 iζ は形式論理を採用 し 、 区分原理は形状 に よ る 事、

土器 と 同様で あ る 。 用法は イ メ ー ジ的 に 想起す る も の が あ っ た が、 用途を顧慮す る 愚策 は 極力

と れを排除 し た 。 し た が っ て、 名称 に よ る 用途の想起に は 筆者 と 受信者聞 に誤解発生の 第一要

因 に な る と と に 留 意 さ れた い。 (38図 -46図〉

2 分 類

分類は 、 東 ・ 西貝塚共に通 じ た 分類を し た 。 記述は 同一に し た が、 挿図 で は 区別 し た 。

(1) 模 器

断面観が模状の 一見 margm 的 な 部位を持つ も の で あ る 。

(a) 斧 形 (石器図 5. 1 2)

東貝塚 よ り 2 点。 1 点は ほ ぼ全形を推 し得 る 。 (第39図 1 2) お そ ら く 片 刃 で あ ろ う 。

5 は 剥片 と な っ た も の で あ る 。 本形 は短軸の一端 lζ使用 部 を持つ磨製の も の で あ る o

(b) 鋤 形 (62)

短 軸 の 一端 も し く は 両端 iζ使用 部を持つ 乙 と は(a) と 同 様で あ る が、 打製で あ り 、 刃部の正

面観 ・ 下面観は波浪状で あ る 。 い わ ゆ る 扇平打製石斧。 西貝塚 よ り 1 点 出 土 し て い る 。 左側

面 は 一次剥離時の 力 の 関 係で折損気味で あ る 。 敵打に よ る 打剥 が顕著。 使用 痕 は 不詳。

に) 半月 形 (6 ， 7 )

従来、 中 期以降後期 初頭 に 出 土 し て い る 槍先形 ・ 石槍 ・尖頭器等 と 称 さ れた も の の 一部で あ

る 。 使用 痕の 位置 は 不明だが、 半月 状 lζ 内 脅 す る 縁辺 と 半月 の 両端尖頭部 と のこ種の使用 部

と 用 法があ っ た と 考え る 。 従 っ て、 本来二形式 に分離すべ き と 考え た が、 使用 痕の未確認 と

例数不足の た め 、 本遺跡 で は一括 し て お く 。 2 点 と も に 東貝塚 よ り 検 出 。

(2) 磨 石 器

本器 は 自 然礁の 或面lζ 人為 ら し き 擦痕、 ま た は磨面を有す る も の で あ る 。

(a) 砥石形 (1 6 ， 1 7 ， 3 3 ， 3 4 ， 36 ， 40)

自 然面 の ほ ぼ全面 lζ組条痕を有す る も の で あ る 。 横断面観が小波浪状な る 。 砥式、 繭式の

二種が あ る 。

砥式は硬砂岩製で擦痕 も 粗い が、 磨光 も み ら れ る 。 踊式は砂岩製 で あ り 、 磨光は み ら れな

い 。 擦痕は 砥式以上の粗 さ を持つ。

(b) 錯 形 (1 4， 1 5)

粗条痕の一部lζ V 字状の深 く 顕著な「 ミ ゾ」を有す る 。 研磨器 の 一種で あ ろ う 。 r 錯 J と

は 逆 の 用 法 〈 ミ ゾの対象物を 動かす〉 で あ る か も し れな い が、 用 途 と 名称、 は 一致 し な い 立前

で あ り 錯 と し て い る 。
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(c) 皿 形 (1 1 ， 1 8， 35， 39， 41 ， 42)

従来、 石皿 と 称 さ れて き た も の の 他に、 組状の平坦な も の も 含 め た 。

磨 盤式 は 周辺が高 く 中央が凹んで い る 。 周辺は 自 然面で、 殆 ど擦痕の 観察がで き な い 。 中

央面 lとは磨光がみ ら れ る が、 擦痕は 単位が観察 し得ず、 各種方 向 l乙無数の 極細条痕が走 っ て

い る 。 安 山岩製。

磨板式 は 一見、 砥式 に 似 る 。 し か し 、 平坦面に殆 ど 波浪がみ ら れず、 一様の 磨面 に終始 し

て い る 。 し か も 、 擦痕は よ り 細 く 密で あ る 。 周 辺が敵打 に よ っ て 整形 さ れ た 可能性 も あ り 打

剥 や敵打痕が顧著で あ る 。 硬砂岩 と 安 山岩製の二者があ る 。

(d) 磨 石 形 (26， 30， 31 ， 46， 56， 59， 60， 65)

自 然礁の一部 も し く は 全域 に 磨耗面が あ る 。 し か し 、 前記伺)-(c) と 異な り 、 そ の 部位が凹

む と と は な い 。

乙 の 中 で、 回 転運動を し た も の と 、 し て い な い も の と が、 見受 け ら れ る 。 た だ、 両者聞 に

自 然操選択上の差 は 看取 し得な い 。 敵打器的使用 痕を付属せ し め て い る も の も あ り 、 彼我の

用 途 的 関 係上、 固定的用法や タ ブ ー 性は な か っ た も の と み た い 。

(e) 連 木 形 (22， 24， 28， 44， 55)

擦痕は一見 (ω と 殆 ど 変 ら な い 。 し か し 、 回転運動 し た と み ら れ る も の で、 し か も 、 位 置

が 自 然醸の尖端部 に あ る も の を本形式 と し た 。 小形の膿が多 く 、 磨石形 と 磯選択上の差を感

じ る が例数不足の為、 そ の 数値的的差を 明示 し得な い 。

(3) 鼓 打 器

本器の 下位概念 は ま だ命名作業 に 至 っ て い な い 。 し た が っ て 、 以下 に 記 す の は 「 形 J 概念

で は な く 「 式」概念 で あ る 。 冒 頭 に注意を換起 し て お く 。

さ て 、 本器 は 磨石器 と 同 様 に 磯そ の も の が用 法の 決定を す る も の で あ る 。 磨石器 と は 異 な

り 、 自 然面が人為 的 ・ 物理的作用 に よ っ て一点集 中 的 に 剥落 し て い る 。

(a) パ ン チ 式 (1 9-21 ， 23， 43， 48， 52， 53， 79)

自 然礁の 先端 に小面積の 破打痕を有す る 。 ま た 、 乙 の 敵打 に よ っ て 誘発 的 に 剥離 し た 部分

が あ る 。 長 軸 の両端 に使用 個所を持つ も の も あ り 、 膿 自 体での使用位置 は 「尖端」に限定 さ

れ る の み で、 ー カ 所 と 云 う 規律は な い 。 小形の礁が多 い が、 敵打痕面積 と と も に 後述の ハ ン

マ 一 式 と の 数値的 差 は 明 示 し得な い 。

(b) 箆 式 (23， 28， 64， 68， 77， 82)

楕 円 状礁 の 変 曲 点を 中心 lと打痕があ る も の で あ る 。 肩平磯の箆式 敵打器 は 時 期 的 lζ限定 さ

れるよ う だが、 本遺跡 出 土例 の織 に部厚い も の は使用 時期 に限定性は な い 。 し た が っ て 、 後

期 に は存在す る と 云 う 事 し か言え な い 。 被打痕の面積 が点的 に小面積 で あ る と と も 特徴だが

そ の 上限 ・ 下限 ・ 平均値の統計処理は行っ て い な い。

(c) ハ ン マ 一 式 (25， 27， 30， 31 ， 45-47， 49-51 ， 54， 55-57， 61 ， 67， 69-71 ， 73-83)

本遺跡鼓打器 中 、 最 も 特徴的 な も の で あ る 。 醸の長軸の 一端短辺を「面取 J 状 に 、 平坦で
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鮮 明 な 打痕 を有 し て い る 。 衝撃 も 強 か っ た も の と 見え、 亀裂 的敵打や 誘発剥離 も 顕著 で あ

る 。

な お 、 パ ン チ式 ・ ハ ン マ 一 式の両者lζ 跨 る も の だ が、 操選択上で特徴的 な も の と し て 、 三

角形礁の お の お の 頂点 に 打痕を残 し て い る もの が あ る (第44図67) 。 轟貝塚 〈京大報告〉 中

の三角 形石器 に形態類似す る 。 た だ、 説明 に よ る と 使用位 置が異な っ て い る 。 写真で み る 限

り に お い て は 、 頂点 に 打痕 も あ る よ う で あ る 。 本遺跡 の 第44図67 は こ の 凹部 と 頂点三 ケ 所 の

敵打がみ ら れ、 そ の 点 で は 、 轟貝塚例 に 呼応す る 。 第40図27 は 単 に 頂点三 ケ 所 の み で あ

る 。

(ω 面取抱式 (84 ， 86 ， 88)

語感的 に は 「 面を 作 る 」の意があ る が、 乙 の類は 「 面を作 ら れ た 」 ま た は 「 面が 出 来 た J

も の で あ る 。 拍子木状を呈す る 磯の 長短軸稜線 lζ 当 る 部分が、 面を取 ら れた よ う に 細長 い 鼓

打面 と な っ て い る 。 し た が っ て、 磯か ら みれば斜面が敵打部 と な り 、 対象物 と の接触角 は 鋭

角 で あ る 。 面は磨耗状で 、 平坦で あ る 。 周 辺の 自 然面 と の境 も 鮮明 で あ る 。 た だ し磨光は な

い 。 磨石器の 可能性 も 考え た が、 と れ は 弱 い 敵打の 集積で充分 と の 種 の形状 と な る た め、 一

応、 敵打器 と し た 。 た だ、 感覚的 lと縦位 の擦痕状の 流れが感 じ ら れ る も の も あ り 、 所属 は 不

明 と し た 方が良 い の か も し れ な い 。

(e) 砧 式 (80 ， 85 ， 89)

砧 の 様 に 平坦面 に 鼓打痕を有す る も の を一括す る 。 た だ、 削平状 に凹む も の は 省 く 。 い わ

ゆ る 「台石」 と は 磯選択上多少の差異があ り 、 「 製作台」 と は限定 し て 考 え て は い な し 、 。

(f) 凹 石 (29 ， 32 ， - 72， 87)

削 平状凹部を持つ も の で磨石器 ・ 殻打器の痕跡を有 し て い な い も の に限っ た 。

前述、 磨石器 ・ 敵打器 と 本種 と は 相互に人為的な組み合せ関 係を見て 用 法が類推 さ れつ つ

あ る が本遺跡で は そ 乙 ま で の 分析は し な か っ た 。 し か し 、 そ の組み合せ も 一部の有用 な も の

は 別 と し て 大半 が無 目 的 と 考 え ら れ、 道具 と し て の限定性 は 感 じ ら れな い 。

(4) そ の 他の 醸器 (1 3)

磯器 と 云 う 刃具を想定す る よ り も 、 む し ろ 敵打器の一類 と し て 把握 し た 方 が良 い と は 考 え

る が、 打点部の 敵打痕だ け と 云 う 証拠で は 不十分で あ る 。 し た が っ て 、 一応機器 と し て お

く 。

(5) 剥 片 (1 -4， 1 0)

と こ で は 、 剥片 と 使用 さ れ た 剥片 を 一括 し た 。 1 と は使用 の有無不明。 現時点 で は 単な る

剥片 と し て お く 。 1 も 同様だが剥片そ の も の に 意図性を感 じ る 。 5 は横長剥片 の終縁を edge

と し て使用 し て い る 。 正面 に そ れ に よ る 刃 乙 ぽれが顕著 で あ る 。 打点部 に は 敵打痕が観察で

き 、 そ れが剥離前の 可能性が強 い所か ら 、 一次剥離は 直接剥離で あ っ た と み た い。 そ の た め

iζ一次剥離面 自 体が bulb 状 を な し て い る 。

4 の磨面 は 殆 ど敵打 lζ近 く 、 研磨度は 弱 い 。 上下 の端部は半折 し て お り 、 主剥離面 の 状
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況か ら も 石器 の 剥落片 で あ ろ う 。 正面 と 背面 の左側辺lζ 錯 向 的刃 乙 ぼれ状の 微小剥離があ り

二次的使用 を し た石器 で あ る 。 な お 、 本器 の本来 の 姿を 想定す る と 、 男根形石器 l乙最 も 近

い。 磨面 の横断面観 に よ る カ ー プや製法に は 関東後期 初頭の そ れの体部 と 相通 じ る も の が あ

る 。

5 石器 に つ い て の所感

石器 の分類 に は 、 「 具 J I 器 J I 形 J I式J I 種」の五概念 を上下関 係 に お い て使用 し た 。

乙 の 内 「 具」概念 「 種 J 概念 は 殆 ど使用 し な か っ た 。 ま た 、 お の お の の 区分原理 ・ 区分肢 の 状

況 に つ い て は 別 に記す所が あ っ た の で、 乙 と 更本稿 iζ記す ζ と は し な か っ た 。 石器 も 土器 同様

細分 の 方向 に 向 う べ き で、 同 じ ハ ン マ 一式殻打器 と 言っ て も 醸選択 と 使用 部形状 に は 著 し い地

域 差 と 時間 差が感 じ ら れ る 。 皿形磨石器 に つ い て も 同様で あ る 乙 と は 周 知 の事 で あ ろ う 。 種概

念 に は 、 乙 の地域差 ・ 時間 差を加味 し た形状分類を捉え る と と を企図 し て い る 。 石器 の形式分

類が進行 し な い の は 、 お そ ら く 「 石器 は生産用具で あ り 、 土器 は生活用具で あ る 。 し か も 土器

は 時 間 差が顕著で あ る が、 石器 に は そ れが少な い。 石器 は土器を介 し て し か時期を 知 る 乙 と が

で き な い 。 石器 は 用 途 を 知 れば よ い。 そ の事 に よ っ て生活の 復原 が可能で あ る 。」と の ば か ぽ か

し い情念が 働 い て い る か ら で あ ろ う 。

し か し 、 石器ば か り が生産用具で は な く 、 土器ばか り 生活用具で も な い 。 ま た 、 時 間 差云 々

も 分類を遂行せず に言え る 筈 も な い 。 分類を遂行せずに 、 用途や生活の復原 がな さ れ る 筈 も な

い 。 第一、 用 途 を 知 る だ け の実験設備 ・ 方法論 ・ 学 的環境等 は な ん ら 整備 さ れて い な い。 単 に

偶然 の 一致 と は い え、 類似結果を も っ て 唯一の 用途研究 と 称 し て い る の に過 ぎな い 。 用 途類推

の 前 に 、 使用痕形状 〈敵打痕 ・ 線条痕等〉 の詳細な 観察分類が必要 で あ る 。 そ の 後に 、 そ の状

態 に 至 る 力 ・ 方向 ・ 石質 ・ 硬度 etc を数値的 lζ 区分 し つ つ 、 多種多様の 方法か ら 器械 的 に行わ

ね ば な る ま い 。 そ の結果 も 、 あ く ま で も 仮説で し か な い。 し か し 、 そ れ に 耐 え る 報告 に は接 し

て い な い 。 筆者 も そ れ は 企図 し た が、 能力 も 時間 も 資力 も な か っ た 。 つ ま り 、 分類は 形状分類

に 留 ま ら ざ る を得な い 。 筆者が イ メ ー ジ に よ っ て記述 し て き た の は 、 何 よ り も 、 筆者が数値を

知 り 得ず、 方法 も 知 り 得な い た め で あ る 。 直観と 第六感が筆者の記述の総て で あ り 、 分類 も そ

れを根拠 lと し て い る 。 し た が っ て 、 用途的 に は 当 然 同類 で あ っ て も 別形式 と な る 。

石器 自 体 に 関 し て は 、 次の事を感 じ た 。

本遺跡員層 中 か ら は 、 一点の黒耀石 も 収集で き な か っ た 。 砂層 中 か ら は 2 点収集 し 、 西貝 塚

上位粘土層か ら は 1 点収集 し て い る 。 と の事実か ら 、 貝 層 中 に本来黒耀石を含 ん で い な い 乙 と

は 、 五割方確実 で あ る 。 本遺跡形成 の石材運撮の経路を考え る 上 に 示唆 的 で あ る 。 ま た 、 黒耀

石の有無は 時期 と 関連 し て、 今後の課題で も あ る 。

刃具が極端 に少な い 。 遺跡は 、 特殊例 を 除 い て 刃具が少な い の が通例 で あ る 。 し か し 、 東貝

塚 で 4例 、 西貝 塚で 1例 と な り 、 1 割 に も 満 た な い 。 員塚遺跡の特徴であ る と し て も 、 多分 に

疑問点 と し て 残 る 。
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第41図 西貝塚 磨石器 (砥石形 ・ 皿形)
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第40図27、 第46図84 ・ 86 ・ 88は対象物 と な す角 が、 特殊で あ る 。 筆者は 管見 に し て 、 乙 の 種

角 度を な す敵打器を 知 ら な い 。 第46図84の場合、 乙 れに近い角 度で対象物 lζ 接す る 例 は あ る 。

し か し 、 そ の場合、 大半 が磨光 と 徴細線状痕を持 っ た磨石 (磨石 C 式〉 で あ り 、 地域的 に も 離

れ る 。 第46図88は 、 半折面 内 の剥離状況が ス タ ン プ式敵打器 〈通称 ス タ ン プ形石器〉 の 一種 に

類似す る と は云 っ て も 、 使用 部形状は全 く 異な る 。 乙 れ ら の 鼓打器 は 、 あ る い は 南福寺式か ら

御手洗 B 式 期 ま で の あ る 一時期 の特異な右器であ る の か も し れな い 。 実例 に よ る 御教示 を い た

だ け れば幸 で あ る 。

第42図50 ・ 51 ・ 54 ・ の ハ ン 7 一 式敵打器 の 例 は 、 東貝塚 iとは み ら れな い 。 そ の 敵打面 の 平

坦 さ 、 自 然磯 中 に 占 め る 敵打部位 の 比率 に は 一種の特異性 を感 じ る 。 単な る 使用頻度の み の 問

題 と し て か た づ け ら れな い も の と 考え る 。 時期 と 地域の 問題を後時 に 択 し て み た い 。

第43図58の 錘形錘器 は 、 そ の 大 き さ か ら み て通常の石錘 は 想像 し 得な か っ た 。 し か し 、 同形

状で 「石の漁掛錘 J が伊勢地方に あ る 由 を 聞 い た 。 実見 し て は い な い が、 石鍾 と し て の 可能性

も あ る ら し い。

以上で、 石器の記述を終 わ る が個 々 の石器 の 説明 は 実測図 に よ ら れ た い 。

4 そ の他の 遺物

(1) 錘 器

鍾器は 切 目 形 (38図8， 9 47図 1 -7， 29) と 有溝形 (26) と があ る 。 有溝形 は 4 層砂層 中 よ

り 出土 し 、 時 期 は 不詳 で あ る 。 一応、 弥生時代、 古墳時代の も の と し て処理 し て お く 。 切 目

形錘器 は 切 目 部を研磨 し た も の を打剥 し た も の と があ る 。 東貝塚採集資料は38図8， 9 西貝塚

は47図 1 -7， 29 で あ る 。 土器片錘 も 形態は切 目 形鍾器 と 同様で あ る 。

(2) 

有孔円盤 と 円形土器製品 と が あ る 。 用途 に つ い て は 不明 で あ る 。 〈西国 〉
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E 小 結
本遺跡での 問題点及び本稿 自 体 の 問題点を羅列 し て小結 と し た い。

1 宇城地方の縄文系土器の 流入時期 は何時か。 乙 れは 、 西員塚 の 本調査 に よ っ て 明 白 と な ろ

う 。 地域を細分 し て 再考 の 余地があ る 。 型式を細分 し て 、 年代学 的 系統学 的 の序 列 を 確立せ

ね ば な ら な い 。 又、 現今 の 南福寺式土器、 出 水式土器等も地域差を考慮す る 段階 に 至 っ て は

い な い だ ろ う か。

2 福 田 K ll 式土器以 前 の縄文系土器 は 字城地方lと は な い の か。 中 津式土器等 の 拡 が り を お さ

え る 必要 が あ る 。

3 御手洗 B 式土器 と 渡鹿 出 土の土器 、 鐘 ケ 崎式土器の 相互関 係 と そ れ ら の成立時期 は 何時か。

4 北久根 山 式土器の資料は な い の か 。 本稿でも、 そ れ ら し き もの は あ っ た が、 明 析 に 乙 れ と

断定 し 得 る も の は な い 。 原西平式の資料が存す る 関 係上、 乙 れ は 、 当 貝塚 の精査 に よ っ て 明

ら か と な る 筈であ る 。

5 朱塗土器中、 朱 に よ る 文様構成土器は あ る のか。 そ の 初現時 期 は 何時か。

6 錘器は渡辺誠氏 に よ る と 、 九州での 初現は 後期前葉綾式土器 に「切 目 石錘 A 種」が伴 う も
注目

の と し て い る 。 果 し て そ う か。 過去の報告書 中 、 「有喜員 塚J r 古閑原貝塚 J 等では 阿高 I 式

CAdaKa 1， Otomasu) に切 目 石錘 が 出 土 し て い る と し て い る 。 発掘精度 の 関 係 を 考慮 し て

除外 し て い る の かも し れな い が、 錘器 初現を考 え る 上で留 意すべ き と と であ る 。 又、 有 明 海

沿岸でも錘器が後期前葉 に あ る 乙 と は 荒 田 比貝塚例で知 ら れて い る が、 土器片製錘器 は 現時

点では 知 ら れて い な い 。 正式発掘 に よ る 確認が必要で あ る 。注12
7 東貝塚、 西員塚 、 熊本大学発掘地点、 表採品採集地点等 の 各地 区 別 の 包含資料 に 差異 が あ

る 。 乙 れは 員 塚形成過程 を 知 る た め にも徹底究明 が必要で あ ろ う 。

注 1 山 内清男 r v 、 文様帯系統論」 日 本原始美術一、 縄文式土器 S 、 39

2 乙益重隆、 前川 威洋 「 縄文後期文イヒ、 九州 」 新版考古学講座3、 先史文化。 s 、 44. 5

3 鎌木義昌、 西 田 栄 「 伊議平城員塚一縄文式土器を 中心と し て 」 瀬戸内考古学創刊号

4 ・ 乙益重隆 「 縄文文化の発展 と 地域性1 0. 九州西北部」 日 本の考古学E ・ 縄文時代。 s 、 40. 7

・ 坂田 邦洋 「 縄文時代に関す る 研究、 北久根山式土器の設定J 考古学論叢30 S 、 50. 7

5 小林久雄 「 九州 の縄文土器 J 人類学先史学講座1 1 、 「 土器 の研究 J S 、 1 4. 8

る 市毛勲 「 朱 の考古学」 考古学選書1 20 S 、 50. 1
7 5 に 同 じ、 参.考寺師見国 「 肥後水俣南福寺貝塚一南福寺式土器一 」 考古学1 0ー7 S 、 1 4. 7

8 ・ 島田 貞彦、 演田耕作 「 薩摩園 出水郡 出 水町尾崎員塚調査報告 」 京都帝国大学文学部考古学研究報

告第六冊 T 、 1 0

・ 河 口 貞徳 「 出水貝塚」 鹿児島県文化財調査報告書:50 S 、 33. 3

? 賀川光夫 「 早水台 〈大分県速見郡 日 出 町所在) J 早水台 出版部 S 、 30. 6
1 0  5 1ζ 同 じ

1 1  渡辺誠 「 縄文時代の漁業」 考古学選書 7 0 S 、 48. 2

1 2 木下元治池、 「 西有田 町縄文遺跡 (本文編〉 第四章坂の下遺跡 」 佐賀県文化財調査報告書第句集

S 、 44. 3 に よ る と 、 阿高系土器iζ伴出 して土器底部を利用 し た土器片錘があ る と 言 う 。

1 3 八幡一郎 「 肥後発見のー土器 」 人類学雑誌46-1 0 S 、 6
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章

一
一
一第 理 化 学 的 調 査

自 然遺物及 び人骨
1 自 然遺物 ( 動物遺存体〉

動物遺存体 と し て筆者の 手元 に寄せ ら れた も の は 、 人骨を 除い て全て で1 389 . 5 g で、 そ の 内

イ ノ シ シ541 g ・ ニ ホ ン シ カ 538 g (鹿角 を 含む〉 で あ っ た 。 資料は いずれ も 水路開 削時の 上 げ

土 よ り 採集 し 、 開 削壁面 に 現わ れた 層 と の対比 に よ り 出 土層位を推定 し た も の と の事 で あ る 。

同定 さ れた も の は 次の通 り で あ る 。

(1 ) 魚 網 Class Pisces 

1 ス ズ キ Lateolabrax jaρonicus 

(2) 晴乳綱 Class MammaUa 

1 イ ヌ Canis famiUaris 2 イ ノ シ シ Sus scrofa leucomystax 

2 サ メ類 La1 

5 ニ ホ ン シ カ Cervus ni ppon niρpon 4 ウ マ類 Equus caballus 

同定 さ れ た 上記 の 各 々 に つ い て 以下若干の 所見を述べ る 。

(1) 魚 網

1 ス ズ キ

内 湾の 代表 的 な 魚 で あ り 、 KB-02 ( 6 層〉 よ り 左側主鯨蓋骨 1 個 ・ KB-07 ( 6 層〉 よ

り 右側主鯨蓋骨 1 個 が採集 さ れて い る 。 いずれ も 関節寓付近の 破片 で、 KBー07 区 の 個体

は 大 き い 。 残存部 に は 刺突に よ る と 恩わ れ る 傷等 は 認 め ら れな い 。

2 サ メ類

歯が、 KB-02 ( 7 層〉 よ り 採集 さ れて い る 。 歯牙全高は 、 34. 55mm で あ り 九大解剖学教

室 ア オ ザ メ 標本 (上顎歯列長21 0棚〉 の 歯牙 に比べ て大 き い 。

I (2) 晴乳綱骨体 高 骨体 厚 歯冠長 歯冠幅 頬側歯冠高 |
KB-08 イ ヌ1M I 1 7 . 0 7 . 7  1 7 . 0 6. 9  1 0 . 9 I 

KB-08 (砂層 or 6 .e 層〉 と 、3. 1 I 
KBー09 (表 採〉 よ り 採集 さ れて

阪2
KB-09 

IP .  

1 6 . 0 7 . 3 5. 9 5. 5 

IP . 1 8 . 9  

1 0 . 0 

9 . 0 

IP ， 1 0 . 5  

IM 1 22. 7 1 0 . 8  

1M. 21 . 1  9. 6 
町 21 . 7 9. 9 

P 1-M.  (歯槽〉 歯列長 74. 8 

い る 。 前者 は 、 下顎骨 ・ 切歯骨 ・

上顎骨 の 破片 で あ る が、 保存状態

・ 色調 よ り 判 断すれば同一個体で

あ る と 思 わ れ る 。 下顎骨 ( L. ) は 、

九 よ り 吻 側寄 り と 、 下顎枝を欠

く 。 M1 ・ M2 は 残存植立す る も

Ma は 未蔚 出 で あ る 。 司が遊離 し

て採集 さ れて い る 。 上顎 は 切歯骨
P 1-P ， ，， 38. 0 

M 2ーM. 11 37 . 0 
イ ヌ歯牙 ・ 下顎骨計測表 〈単位1II1II)
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左倶tl (12 ・ 1 8 植立〉 ・ 右側 (13 植立〉 と 、 左側 P4 ・ M 1 の 歯槽 ・ 骨体部 と 植立 し た 歯が残

存 し て い る 。 P4 近心部上部 l乙 眼 寓下孔が認 め ら れ る 。 M2 の 茄 出 に つ い て は 欠損の た め 不

明 で あ る 。 下顎骨 の 計測 に よ れば小型犬 に 属す る が、 |百s が未茄 出 で約 6 ヶ 月 未満 の 幼獣

で あ る た め判定で き な い 。 KB-09 区 の 個体は、 左側下顎骨 で、 吻 側 は C よ り 先を 欠 き C

の 歯槽 の 半分が残 る 。 下顎枝は三角 簡を少 し 残す の み で下顎孔 よ り 後を 欠 く 。 残存歯 は 1

本 も な く 骨体部の み で あ る 。 計側値 よ り すれば中 型犬 に 属す る 。

2 イ ノ シ シ

シ カ と と も に 本貝塚 の 主体 を な す も の で あ る が、 い ずれ も 破片 と し て採集 さ れて い る 。

残存部 と し て は 、 上腕骨 ・ 大腿骨の 骨体部破片 が多 く 、 打割 ら れ た り 折 ら れた り し た と

思 わ れ る も の が あ る 。 頭骨 は 、 KB-08 (員 層〉 よ り 同一個体 と 思 わ れ る 破片 が採集 さ

れて い る 。 そ の 各部位 は 、 上顎骨右側 C p l p 2 の 歯槽骨体部 と p l p 2 の 歯根 ・ 上顎骨左側

C P 1 P 2 p 3 の 歯槽骨体部 と p l p 2 の歯根及び植立 し た p 3 . 同 P 4M 1 M2 の 歯槽骨体部 と 植立

し た M 1 M2 ・ 鼻骨左側片 ・ 前頭骨右側 眼寓上縁か ら 限寓上孔付近の破片で あ る 。 犬歯歯槽

部 よ り すれば雄獣で、 残存歯 は い ずれ も 歯頚部付近 ま で磨耗 し て お り 老獣で あ ろ う と 思 わ

れ る 。 KB-02 ( 8 層〉 よ り は 、 上顎骨右側 の植立 し た ばM 1 が採集 さ れて い る が ばの 植

立す る 骨体内 に は粛 出 途 中 の P 4 が認 め ら れ 1 才前後の 幼獣で あ ろ う と 思 わ れ る 。 KB-08

(貝 層 〉 よ り 坦�I が検 出 さ れて い る が前述 2 個 と は 佼耗度 ・ 色調 よ り し て 別個体で あ る 。 エ

ナ メ ル質は 磨滅 し て い る が象牙質 ま で に は 達 し て い な い 。 近心隣接面 に 磨滅 が 認 め ら れ る

(歯冠長36. 4胴 ・ 歯冠幅1 6. 8mm) 。 四肢骨 は 、 採集 同定 さ れた も の は 第49 図 1 に 明 ら かで

あ る が 、 左右両側 に分 け て 最多数を示す の は 大腿骨で あ り (KB-07-09 区右側 5 個 ・ KB-

02 区 右側 3 個〉 、 そ れか ら す る 推定最小 個体数は 6 個体 と い う と と に な る 。 骨端が完全

に分離 し た も の (KB-02 区 第 7 a 層捷骨遠位端〉 や 、 上腕骨の 断端を研磨 し て い る も の

(KB-O 区表採〉 が あ る 。

5 ニ ホ ン シ カ

イ ノ シ シ に 次 ぐ 量の骨片が採集 さ れて い る が、 鹿角 を 除 く 総重量が 358 $1 で、 イ ノ シ シ

の 541 9 と 比較す る と 約 2 : 3 の 比率 に な る 。 シ カ の 四肢 骨 よ り す る 推定最小個体数 4 個

体 〈 イ ノ シ シ は 6 個体〉 と 比べて も 同率 と な る 。 歯牙は 採集 さ れて お ら ず そ れか ら す る 年

令推定は で き な い が、 鹿 角 が 5 個採集 さ れて お り そ れ よ り 若干の 推定が可能で あ る 。 左側

鹿角 で第 E 枝 は 生 え て お ら ず骨体 も 細 く 約 5 才 と 推定 さ れ る 個体 (KB-08 区 6 m 、 n 、
o 層〉 、 右側鹿 角 で 角 座 と 第 E 区 で切 り 取 ら れ鈎状 に な っ た も の で あ る が骨体部が太 く 第

E 枝 ま で生 え た も の と 推定 さ れ る 個体 (KBー07 区 6 n ・ o 層 〉 が あ り 、 他 l乙左側 角 座 (KB

-07 区 6 n ・ O 層 〉 が採集 さ れて い る 。 四肢骨 は イ ノ シ シ と 同様 い ずれ も 破片 と し て採集

さ れて い る が割 り 方 に 規則性は見 ら れな い。 同定 さ れ た 部位 は 表第49図 2 に 明 ら かで あ り 、

そ れ よ り す る 推定最小個体数 4 個体 〈底骨右側〉 は 前述 し た 通 り で あ る 。 中 手 ・ 足骨が少な

い の は骨 角 器 に 利 用 さ れた た め で あ ろ う か。 境骨近位端 ・ 腔骨遠位端 ・ 肩 甲 骨 関節部の 計測
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よ り すれば、 解剖学教室標本の ホ ン シ ュ ウ ジ カ ( ô ・ 体高90棚〉 の各計測値 と 近似す る 。

4 ウ マ

KB-02 (砂層〉 よ り 、 下顎右側第 4 前日歯 (町 〉 が採集 さ れて い る 。 セ メ ン ト 質は腐

蝕 し て お り 、 歯根部端 は 欠け て い る 。 歯冠長24. 4鵬 ・ 歯冠幅1 3 . 9 胴 ・ 現長56. 4棚で あ る 。

1 本 の 歯 よ り す る の は 無理 で あ る が、 計測値よ り すれば小形馬 に 類似す る 。 出 土層 位 が砂

層 で あ り 、 後世 の 流れ込み も 考 え ら れ縄文時代後期の も の と す る に は 一考を要す る 。

以上、 2 網 6 種の 動物遺存体が同定 さ れた が、 他 iζ未同定の骨片が存在す る (250 g ) 。

水路開 削時の上げ土 よ り の 採集 と は い え 、 上げ土 〈貝層〉 の 量か ら す る と 、 全遺存骨総量

は 少な い と い え る 。 文 そ れを推定層 位別 にす る と 、 各層 と も イ ノ シ シ ・ シ カ の骨片が 2 -

5 個 と い う よ う に 少な い 。

イ ノ シ シ と シ カ の 総重量の 比率が 3 : 2 と な る の は狩猟対象 の 比重を示唆す る も の で あ

ろ う か。 イ ノ シ シ ・ シ カ と も 、 幼獣 も 捕獲 し て お り 、 又性別 に つ い て は 雄獣は確認 さ れ る

が雌獣は未確認で あ る 。 成獣は 、 か な り 大形の個体で あ る 。

イ ヌ は 、 2 体分検 出 さ れて い る が、 山鹿貝塚 (福岡県〉 で見 ら れた よ う に 埋葬 さ れて い

た も の か不 明 で あ る が、 イ ヌ 骨 の 確認は狩猟犬の 存在を推定 さ せ る も の で あ る 。

魚骨 に つ い て は 、 あ ま り そ の採集量が少な く 、 員 層 の 状態か ら すれ ば 〈員種か ら 推定 さ

れ る 自 然条件等か ら も 〉 不 自 然で あ る が、 上げ土 よ り の 採集 で あ る と と か ら 、 自 然の 状態

を 示 し て い る も の で な い と い え よ う 。 有明海に近い宇土市西岡台員塚 よ り は 、 ス ズ キ ・ ク

ロ ダ イ ・ マ ア ジ ( 1 ) が採集 さ れて い る 〈筆者表採〉 。 土器 も 黒橋貝塚 に近い時期 も 含む

と と か ら 、 黒橋貝塚 も 、 西岡台貝塚 と 同様 内 湾性魚掛的性格を 持 っ て い た も の で あ ろ う と

推定 さ れ る 。

2 人 骨

獣骨 と 一括 し て採集送付 さ れた も の で あ る が、 点検の結果保存状態 ・ 色調等か ら 一個体

分が別 々 に採集 さ れ た も の で あ ろ う と 推察 さ れ る と と ろ か ら 一個体分 と し て 扱い 簡単 に 所

見を述べ る 。

KB-08 区 の 出 土で、 推定層位は第 6 f 層 で あ る 。 保存状態が類似 し 、 6 f 層 出 土部 位

以外の 部 位で も 、 他 の 層 よ り 出 土 し た も の に つ い て は 乙 れを 除 い た 。 前記の と と か ら 埋葬

位 は 不 明 で あ る が、 右側上肢 が上腕骨近位、 梼骨 ・ 尺骨遠位が ほ ぼ 同 じ 長 さ で折れて欠失

し て い る と と ろ か ら 肘関節で強 く 屈 曲 し て い た と 推定 さ れ る 。

性別 : 前頭骨眉 上 弓 が強 く 隆起 し 、 側頭骨乳様突起は 大 き く 、 寛骨大坐骨切痕 は 狭い 乙
と か ら 男性で あ る と 推定 さ れ る 。

年令 : 頭頂骨矢状縫合が 内 ・ 外板 と も ほ ぼ癒着 し (Broca 4 つ 、 下顎骨残存歯の 唆耗度

(Martin 3 つ か ら 熟年で あ ろ う と 推定 さ れ る 。

身長 : 完全な 四肢骨は座骨 ( L. ) だ け で あ る が、 そ れか ら す る 推定身長 は 、 1 58. 97咽
(Pearson) で あ る 。
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抜歯 : 上顎骨 は 欠失 し て お り 不明 で あ る が、 下顎骨 よ り す れ ば、 抜歯の 痕跡は 認 め ら れ

な い。

頭骨 : 前頭骨 ・ 頭頂骨 ・ 側頭骨 (R. ) ・ 下顎骨が残 る 。 各骨体 と も 厚 く 頑丈で あ る 。 下

顎骨 は頑丈で、 オ ト ガ イ 隆起は顕著で あ る が、 オ イ ガ イ 結節 ・ 歯槽隆起は顕著 で な い 。 残

存歯 は 、 M . M 1P . I M 1 で あ る が、 い ずれ も 頬側 に 向 っ て 強 く 斜 に磨耗 し て い る 。

四肢骨 : 上腕骨 ( R . L. ) は 肩平性 lζ 富み、 三角 筋粗面 の 発達は 良 い 。 骨体中 央 内 側縁

ほ 明確 な 稜 を つ く る 。 尺骨 ・ 槙骨 ( R . ) は骨間縁が鋭 く 張 り 出 し 扇 平で あ る 。 回外筋起

始部の 発達が良 い。

大腿骨 ( R . L. ) の 前方へ の 凸 湾 は 中 等度、 内 外へ の 湾 曲 は ほ と ん ど 認 め ら れな い 。 筋

肉 付着部粗造 は 顕著 で、 粗造線 は 良 く 発達す る 柱状大腿骨で あ る 。 底骨 ( R. L. ) は 、 内

外肩平性強 く 、 腔骨組面 は 比較的強い が ヒ ラ メ 筋線 は あ ま り 顕著 で な い 。 骨体中 央前縁 iζ

軽度の突 出 が見 ら れ る 。

以上の事か ら 、 本人骨 は 従来か ら い わ れてい る 縄文人 の 性格を比較 的 良 く 残 し て い る と

い え る 。 他 l乙数個の人骨片が採集 さ れて い る が、 特記す べ き 事 は な い 。

本報告 に あ た っ て は 、 九大医学部解剖 学教室標本を参考 に し 、 永井 昌 文教授 の指導を得

た 。 記 し て感謝 の意 を 表す る 。 (木村幾多郎〉
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2 

第48 図 獣骨層位別出 土部位
出 土 層 | 出 土 層 | 出 土 部 位

K B -07-ω r 6 P 層 | 座骨 ( R 遠位部 L. ilÍ位部小片) ，胸椎 ( V o r VI) 
6 n. .o 層 | 環椎 (完 )

K B - 0 2  

6 町 内 O電眉 | 肩 甲骨 ( R . 関節寓付近) ，上腕骨 ( R . 骨体部小片) ， 大腿骨 ( R . 骨体部)

6 j - m層 | 肩 甲骨 ( L. 関節寓付近)

6 2 層 | 距骨 ( R . 完)

6 i ， 層 | 上腕骨 ( し 骨体部) ， 大腿骨 ( R. 骨体部小片)

6 f 層 | 大腿骨 ( R. 骨体部小片)

表採 (貝層) I 頭骨片， M 3  

・表 採 | 上腕骨 ( し 骨体部) ，尺骨 ( L. 骨体部) ， 中 手首 ( W . 近位部)

8 層 I M 1  n3 歯槽 に植立)

7 層 | 中 手骨 ( L. W 近位部)

7 a 層 | 槙骨 ( R. 近位端)

砂 層 | 上腕骨 ( L. 近位端) ， 大腿骨 ( R. 骨体部片 3 個 体)

1 -4 層 | 肩 甲骨 ( 関節寓 ) ， 腰椎 ( m or W )  

イ ノ シ シ層位別出土部位 (層位 は推定 によ る ものである )

出 土 層 | 出 土 層 出 土 部 位

腔骨 ( R. 骨体部小片)K B  -07-09 I 6 P 層

6 n， o 層

6 m， n， o 層

6 k， 2 層

6 j 層

貝 層

座骨 ( R . 近位端 ・ R . 近位部) ， 鹿角 ( R ) ， 角 座 ( L . ) 

上腕骨 ( R . 骨体部) ， 鹿角 ( L . ) 

肩 甲 骨 ( R . ) 

環椎 (完) ， 大腿骨 ( L . 遠位部)

腔骨 (近位端 関節面小片) ， 樟骨 ( R . 骨体部IJ\片) ， 中 手骨

( し 近位 部小片)

K B
ー � -�- - - -T - - -� 層 | 樟骨 ( R . ji--一一 . ) 

7 層 | 上腕骨 ( し 骨体部小片)

5 層 | 中 手骨 ( L . 骨体部)

砂 層 | 寛骨

シ カ 眉位別出土部位 ( 同 上
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E 宇土半島基部 に お (1 る 縄文 ・ 弥 生 の 境界 に つ い て く予報〉

一一 所謂黒橋貝塚 の 再検討 一一

On the Jômonian ・ Yayoian Boundary in tne eastern 

extremity of Uto Peninsula 

一- Reinvestigation of so called Kurobashi・Shell Mound 一一

ま え が き

宇土半 島 基部 に は 、 御領 ・ 阿高を 始め多 く の縄文期の貝 塚が分布す る 。 乙 れ ら の員塚 に つ い

て は小林 (1 93 1 ) に よ る 縄文土器編年の研究があ り 、 現在 も 九州 に お け る 縄文編年の 対比 に 利

用 さ れて い る 。 最近有 明 海研究 グル ー プ (1 965) に よ り 有明粘土 の 堆積環境 な ら び に 堆積時代

が解明 さ れ、 ま た 筆者 の 一人林 (1 975) は有明粘土 と 阿高員塚 の 関係 を 解 明 し 、 更 に 乙 の有 明

粘土を お う 阿高粘土の 存在を 提唱 し た 。

皿 自醐
第49図 黒橋貝塚調査地点お よ び地質略図

A : 岡高 G : 街頓 K : 黒橋貝塚
界を対比で き る と と を 示唆 し て い る 。

有 明粘土が縄文海進の 堆積

物 に 対 し 、 阿高粘土 は 弥生海

退 期 の 堆積 物で 、 堆積環境 は

互 に 全 く 異な る 。 乙 の 堆積環

境の 相違か ら 阿高粘土 を 有 明

粘土 と 区別 し 、 縄文 ・ 弥生時

代を層位学 的 に 区分す る 一つ

の 基準 と し た 。

縄文 ・ 弥生期 の 地 質 学 的

研 究 は 人類 と 環境変遷 〈特 に

海面変動〉 の 相互 関 係 を 究 明

.す る の に最 も 重要 な 問題 で あ

り 、 阿高粘土層 の 分布、 堆積

環境を 明 ら か に す る 事 は 広範

囲 に わ た り 縄文 ・ 弥生 期 の 境

1 972年の 浜戸川 氾濫の結果、 阿高貝塚 の対岸に員塚 ら し き も の が発見 さ れ、 黒橋員塚 と 名 付

け ら れ た 。 今度、 浜戸川 河川 改修 に と も な い 熊本県教育庁文化課の 黒橋貝塚発掘調査がお と な

わ れ、 現地調査の 機会を得た 。 筆者 ら は 臨海沖積層 の研究 と 共 に縄文 期 の貝 塚 の 堆積 に つ い て

調査 し た 結果、 所調 ‘黒橋貝塚‘ の 存在 は基本的lζ訂正 さ れね ば な ら ぬ と 云 う 結論 に 達 し た の

で報告す る 。

乙 の研究を す す め る に あ た り 、 便宜を 計 っ て頂 い た 熊本県文化課 の 諸氏 に 厚 く 御礼 申 し 上 げ

る 。 〈第49図〉
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2 層 序概説

調査地域の 北部お よ び 西部は熊本平野が聞 け殆 ど 沖積低地 よ り な る 。 南部 は 扇状地性の 段丘

層 が よ く 発達 し て い る 。 ま た 扇状地か ら 山地 (雁回 山 〉 への移行は地形的 に非常 に 急激で あ

第50図 黒橋地域の化石珪藻に よ る 分帯
層 単 層 相 環 境 化 石 珪 斑 群
阿
高 銅色粘土 ・ 淡 水 Cymbella 

粘 A. 砂質 ミ ル ト の Gomphonema 
土 E 層層

貝
AsI (所員開馬穏橋員塚)

強 機 水
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(flZ) 
。 国

ト一 一23
トー -48
ト一 一76
トー -99

ト一 一126
ト一 一153
トー -180
←一

る 。 乙 の 段正 は 浜戸川 及び そ

の支流に よ っ て開析 さ れ段丘

層 の 露 出 は良好で あ る 。

有 明粘土層 は、 浜戸川 流域

で は表土に お お わ れ、 河川 流

域 に 発達す る 新期段正堆積層

と の 関係 は 不 明で あ る 。 有 明

粘土層 に つ い て は有明海研究

グル ー プ (1 965) に よ っ て報

告 さ れて い る の で 乙 こ で は省

略す る 。

黒橋員塚付近の 層 序 : 本地

域沖積層 の最下位層 C A 1 ) 

は 、 主 と し て 暗青色 の粘土お

よ び シル ト 質粘土 よ り な る 有

明粘土層 で あ る 。 乙 の 上位 は

淡青色 の 粘土層 C A z ) よ り

な る 。 と の 層 は堆積環境か ら 推定 し て有 明粘土層 の 上部 と み ら れ る 。 乙 の 粘土層 C A z ) を 不

整合iζ貝殻層 C A a ) がお う て い る 。 乙 れが所調 、黒橋貝塚、 で あ る 。 乙 の員 殻層 CA a ) の さ

ら に 上位 に は褐色の 主 に 粘土 ・ 砂質 シJレ ト の互層 よ り な る 阿高粘土層 C A ， ) が分布す る 。

〈第50 図〉

5 化石珪麓群

化石に つ い て は全 く 報告 は な く 、 そ の層準 に つ い て 古環境を論ず る た め の資料は、 き わ め て

不十分で あ っ た 。 そ れゆ え 、 古環境の解析 に あ た っ て、 珪藻化石の分析 に よ り 得 ら れ る 資料の

果す役割は大 き い と 考え ら れ る 。

黒橋貝塚 を解明す る た め重要な有 明粒土層 お よ び阿高粘土層 の 堆積環境 を 明 ら か に す る 目 的

で珪藻化石の分析を進 め て き た 。

産状 : 有明粘土層 C A 1 お よ び A z ) か ら 産す る 珪藻化石 は 、 約23属50種 に お よ ぶ 。 産 出 個体

数は岩相 に よ っ て 大 き く 変化す るが、 泥層 と く に 泥炭質の泥眉 の と 乙 ろ で は 多 い 。 砂質泥層 お

よ び泥質砂層 で は少な く 、 砂層 お よ び砂磯層 か ら は 、 ほ と ん ど産 し な い 。 各層準か ら 産 出 す る

珪藻化石を第52図 に 示 し た 。 阿高粘土層 か ら の産出 は非常 に少な く 、 サ ン プJレ に よ っ て は全 く

含 ま ぬ。 C第5 1 図〉
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垂直変化 : A 1 下部 の 砂磯層で は珪藻化石を ほ と ん ど産 出 し な い が、 泥質の と 乙 ろ で は き わ

め て 多 く 主 と し て Coscinodiscus， Aulacodiscus 等 の 海棲珪藻化石を産す る 。 ま た A 2 で は 海

水種の他、 Diρloneis， Hantzschia， Navicula， Pinnularza，  Rhoρalodia， Stauroneis 等 の

淡水棲の珪藻化石を産す る 。 A a の 員殻層 か ら は珪藻化石を全 く 産 し な い 。 A ， の 阿高粘土層 は

珪藻の 破片を少 し 含む程度で、 完全な珪藻殻を ほ と ん ど産 出 し な い 。

一般 に A 1 は 海水成の 堆積物 よ り な り 、 A 2 は 汽水成の堆積物 と 考 え ら れ る 。 A a の貝殻層 は

礁の堆積 と 同様 A ， の 阿高粘土層 の基部 と 考 え ら れ、 A 2 と は不整合 の 関 係 に あ る 。 乙 れは 海水

→ 汽水→ 淡水 と い う 環境の 変化を示 し て い る 。

4 黒橋貝塚 の 堆積 に つ い て の 考察

縄文海進時は 阿高付近 ま で 古有明 海が湾入 し て お り 、 縄文晩期 に は す で に 海退が始 ま り 汽水

化 し た と 考 え ら れ る 。 と れ は A 1 層 よ り A 2 層が海水種の珪藻化石が減少す る と と か ら も 判断 で

き る 。 ま た A 1 層下部 の 砂層 は と の 付近が古有明 海の 海岸で あ っ た と と を 意味 し 、 海退が進む に

つ れ次第 に 汽水化 し た と 考 え ら れ る 。 乙 の 状態の沿岸 に少な く と も 2 回 の 大洪水が あ っ た 様で 、

第 1 回 の 洪水で 阿高貝塚 の 一部 が黒橋付近 ま で 押流 さ れ た も の で と れが所謂黒橋貝塚 の 堆積で

あ る 。 乙 の 洪水 の 後更 に 第 2 回 の 洪水 に よ り と の 付近一帯 は 氾濫 し 、 湖水化 し た と 考 え ら れ る 。

ζ の と き の 堆積が Cymbella， Gomphonema を 主 と す る A ， の 阿高粘土層 に 相 当 す る も の で あ

る 。 従 っ て所謂黒橋 貝塚 は 二次 的 な 堆積 に よ る も の で始め か ら の 員塚 と は考 え ら れ な い 。

5 結 論

① 黒橋付近 の 沖積層 の 層序 は下か ら 有明粘土 ( A 1 、 A 2 ) 、 貝殻層 ( A a ) 、 阿高粘土

( A ， ) のH買 と な っ て い る 。

① 堆積環境 は A 1 ( 海水〉 →A 2 (汽水〉 →A a (淡水〉 →A ， (淡水〉 と な る 。

① 所謂 ‘黒橋貝塚、 の 貝殻層 は有明粘土層 と 阿高粘土層 の 聞 に 挟 ま れて い る 。

(!) A a J冒 が縄文海進 と 弥生海退 の 境界 と な る 。

@ 所調 ‘黒橋貝塚、 は 貝殻 で な く 二次的 に堆積 し た も の で あ る 。 (林 行敏 ・ 森 通保〉
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E 熊本県黒橋貝 塚 の 考古地理
1 は し が き

と の報告 は 、 考 古地理学の見地か ら み た 黒橋貝塚 と そ の 周 辺地域の 自 然環境、 と く に 地形の

復元 と そ の変遷 に つ い て の 予察的報告で あ る 。 考察 に 用 い た 諸資料の 多 く は 、 熊本県教育委員

会文化課の調査係か ら 供与 さ れた も の で あ る 。 筆者 は現地を一度訪ね て 発掘現場を観察 し 、 附

近 の 関 連諸遺跡 を 瞥見 し た に す ぎ な い の で 隔靴掻痔 の感があ り 、 今後の課題 と し て 残 さ ざ る を

得 な か っ た と 乙 ろ が多 い 。 し か し 、 与え ら れた発掘調査の資料は実態を よ く 記録 し た 実測図 と

説明文があ り 、 遺跡分布図 に は そ れ に 照合す る 文イ七小期 の一覧表 が添付 さ れて い た の で、 堆積

の 過程 と そ の時期や、 地形 と 気候環境を推考す る う え に 役立 っ た 。

2 遺跡 の位置 と 立地の特質
かやのき

黒橋貝塚 は 行政上熊本県下益城郡城南町下宮地字萱木 の 地 に あ っ て、 島 原 湾 lζ 面 し た 熊本平

野の東南 関 に 位 置 し 、 標高 6. 8m の 浜戸川 の河床l乙埋っ た 縄文後期 の 低地性遺跡で あ る 。 貝塚

の下底面 は 標高 3. 6 m な い し 3. 8m で低 く 、 貝塚 の形成後に 浸食 と 堆積 を繰 り 返 し 、 今 日 で は

1 . 3 m か ら 2. 2m も の 新期 沖積層 の 底に埋 っ た 河床下 の 埋没員塚 に な っ て い る 。 ま た 附近 の 河 岸

段..EÏ: Iζ は 阿高貝塚 ・ 御領貝塚 ・ 敷 田 員塚 ・ 洗 目 遺跡な ど の 著名 な 諸遺跡が群在 し 、 遺跡群を形

成 し て い る 。

員塚 が立地す る 地点 は 、 熊本平野の東南縁を 画す る 雁 回 山 の 東北麓lζ 当 り 、 浜戸川 が九州 山

地 の水 を集 め、 城南台地を開析 し て塚原低地を貫流 し、 熊本平野 に 流 れ 出 る 谷 口 に 立地す る 山

麓遺跡で あ る 。 こ の よ う に 現在山 麓 の河床下遺跡であ る が、 貝塚 の形成の 直 前 に 当 る 縄文 中 期

の 末後期 初頭 ご ろ に は ま だ海域で、 そ の 後、 後期前半 に は 河 口 の デル タ に 変 る と い っ た 、 今 日

と 大 き く 異 な る 地形で あ っ た 。

3 堆積物 か ら み た 立地環境 の変遷

次 l乙、 員塚 を の せ る 沖積層 や貝層 と と れを お う 新期 の 沖積層か ら 、 黒橋貝塚 の 立地環境を復

元 し て そ の 変遷 を み る ζ と に す る 。

今 回 発掘 し た 員塚 は KB - 02 と KB - 08の 2 地点で、 貝層 の 厚 さ は と も に約 1 . 5 m lま か り で あ

る 。 員殻を捨て た 貝塚人 の 住居祉 は み つ か っ て い な い が、 貝塚 に 近 い そ れぞれの 員層下底面 の

延長 の 地面 に あ っ た も の と 考 え ら れ る 。 堆積 の層序が明瞭なKB - 02地点を 中 心 lと 、 KB ー 08地

点 と 照合 し な が ら 考察 し て次の事実を知 る こ と がで き た 。

( 1 )  貝塚築成以前の地層 は下位 に 輔水性の珪藻を含ん だ紫黒色 の 粘土層 が あ り 、 そ の 上位 iζ

淡水性の珪藻を含む グ ラ イ 化 さ れた 青灰色粘土層 が堆積 し て い て、 そ の 上部が浸食 を う け 、

KB - 08 地点で は ハ マ グ リ の単純貝層 が あ る 。 乙 の状態 は 、 上昇 し た 海面 が 旧 湾 口 に 達 し た

の ち 海退 に 転 じ て パ ッ ク マ ー シ ュ の 淡水湖を生 じ、 やがて海退 に よ る 陸化 に つ れて三角 州 性

の低地 に な っ て い た 乙 と を示 し て い る 。

(2) 発掘調査 に よ る と 、 KB - 02 地点の員塚 は 5 層 に分 け ら れ る 。 そ の 最下層 は青灰色の 貝

層 で マ ガ キ が大半を 占 め、 汽水性の ヤ マ ト シ ジ ミ が少量含 ま れて い る と と こ ろ か ら 推 し て、
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乙 の期 の 貝 層 の 築成 さ れた と ろ は、 陸化がは じ ま っ た が ま だ汀線が近 く 、 一方、 陸化 iと と も

な う 河水 の 流 入 に よ っ て汽水性の ヤ マ ト シ ジ ミ が採れ る よ う な 地形 に な っ て い た ζ と が わ か

る の で あ る 。 と の貝 層 lζ 前代の南福寺式土器 を 出 し な が ら も 、 そ の築成期 は 、 出 水式土器 が

語 る ご と く 縄文後期 の 前半 ご ろ で、 地層の層序 と 考 え合せ る と 、 と の地方での縄文後期小海

進 は 中 期 の終末か ら 後期 初頭 に か け て の こ ろ と み て よ い で あ ろ う 。

乙 の よ う な 状態 は 本州 最西端の下関市潮待員塚 の ば あ い と よ く 似 て お り 、 響灘沿岸 と 島 原

湾沿岸 は ほ ぼ 同一時期 に縄文後期小海進をむかえ、 そ の 後間 も な く 海退lζ転 じ て 陸化 し 、 後

期 の 前半 に は 員塚人 の 集落が営 ま れ る よ う な 地形 に な っ て い た と と を 知 る の で あ る 。

(3) 中 位 の員層 は 、 少量 の 南福寺式土器 と と も に 出 水式土器を 出 す褐色混土員層 で地下水が

下 っ て お り 、 貝類の放棄量が減 り は じ め る が ま だ マ ガ キ が相対的 に 多 く 、 ヤ マ ト シ ジ ミ の 量

が幾分増 し 、 汀線 の 後退が進行 し て い た 海退期 で あ っ た 乙 と を示 唆 し て い る 。

(4) と と ろ が最上位の貝層 は 黒色土の混っ た幾分薄 い 層 で貝殻の放棄量 が一層減 り 、 出 水式

土器 だ け を含む単純層 に な る 。 乙 の 混土貝層 に は 炭化物や焼土を含み、 貝 殻 は 汽水性の ヤ マ

ト シ ド ミ が大部分 を 占 め、 マ ガ キ が撒減 し て 汀線がか な り 遠 ざ か り 、 陸化が進 ん だ と と を物

語 っ て い る 。

黒橋貝塚 の築成が止 っ た の は 汀線の後退に よ っ て貝類の 捕食が困難 に な っ た た め と も 考 え

ら れ、 そ の 時期 は縄文後期 の 中葉 ど ろ と み る ζ と がで き る 。

(5) 貝塚 の 築成が止 ま っ た の ち 、 浸食 と 堆積がそ れぞれ 4 回行われた 乙 と を示す資料が発掘

調査者 に よ っ て報告 さ れて い る 。 そ の層位や層相だけ で地形 と そ の形成時期 を推考す る 乙 と

が困難な の で、 次 lζ 、 考察の前提と な る 熊本平野南東部 の 遺跡の立地を文化小期 的遷移現象

と の 関 連 に お い て み て お ζ う 。

4 遺跡の文化小期 か ら み た 熊本市南郊の 沖積地形の変遷

熊本市南部一帯 に分布す る 縄文時代以降の諸遺跡 に つ い て、 ま ず文化小期か ら み た 遺跡 の 増

減 と 、 白 川 ・ 加勢川 ・ 緑川 ・ 浜戸川 な ど の 諸河川がつ く っ た 三角 州 性平野 と 、 洪積台地へ の 進

出 ・ 後退を、 地形の変化 に 対応 し た 集落立地の適応現象 と 沖積地形の形成過程 と の 関 連 に つ い

て考察す る と と に し た 。 取 り 扱 っ た 遺跡は 53個所で、 と の う ち 、 文化小期 の不明確な縄文遺跡
1 個所 と 弥生遺跡 2 個所を 除 い た 諸遺跡 と 、 古墳時代以降の も の 5 個所 で あ る 。 な お文化小期

の 同定 は 熊本県教育委員会の文化課の行 っ た も の を用 い、 復合遺跡 は処理の 都合上そ れぞれの

文化小期別 に 1 遺跡 と し て教 え、 73の文化小期 の遺跡 と し て対象に し た 。

(1 ) 文化小期別調度 絶対数の 多 い順か ら み る と 、 弥生 中 期 と 後期 が と も に 旬、 縄文後期 1 2

同 晩期 1 0、 弥生前期 7 、 縄文前期 5 な ど と な り 、 弥生時代の 中 期 か ら 後期 に か け て の 遺跡 が

断然多 く 、 縄文後期が と れ に つ ぎ、 縄文 中 期 と 古墳時代以後や縄文早期 が 目 立 つ て少な い 。

〈第52図 1 )

次 に と れを縄文早期か ら 中世 ま での全期聞 に つ い て 眺 め 、 さ ら に そ れぞ れ相接 し た 前後 の

文化小期 と の 相対的な増減関係をみ る と 、 地形の変化が絶対数の増減 と 深 い 関連があ っ て、
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筆者が本州 西端地方で調べ た 後水期 の 海水準変動 と 極 め て よ く 似 た 推移 を 示 し て い る 乙 と が

わ か っ た 。

(2) 遺跡立地 の地形別調度 次 に 、 居住地点を地形 と 結 びつ け て考 え る た め、 遺跡 の立地を

A ・ 河床下、 B ・ 沖積低地、 C ・ 洪積段正 と 山麓斜面 と の 5 地形面 iζ分 け て文化小期別 に 出

現調度を調 べ て み た 。 (第52図 2 )

A 河床下 に埋没 し て い る 遺跡 は 21 遺跡で、 乙 の な か に は縄文中期以前の も の がな く 、 後

期か ら 晩期 ・ 弥生前期へ と 次第 に増加 し て い わ ゆ る 弥生小海退の 進行 に よ る 汀線 の 後退 と

陸化 に と も な う 低地帯 へ の 進 出 を示 唆 し て い る 一方、 台地遺跡 は 弥生前期 に 全 く な く 、 台

地か ら 低地帯 へ の 移住を物語っ て い る よ う で あ る 。 ま た 、 数 は 少 な い が、 縄文後期 と 古式

土師器を 出土す る 河床下遺跡が存在す る 乙 と は 、 乙 の両期 に も 海水準が低 く 、 当 時遺跡地

附近の低湿地帯 が陸化 し て い た と と を示唆 し て い る 。

B 沖積低地帯 の 遺跡 山 麓 の傾斜変換線以下 の 新期沖積層 か ら な る デル タ iζ立地 し た 低

地遺跡 は 1 9遺跡で、 ζ の 中 に は 河床下 の遺跡の立地 iζ 似 た 低位 置 の も の も あ る 。 標高 5 m

以下 の 低湿地帯 に は 弥生前期 の 2 遺跡 と 中世に 1 遺跡 があ る 以外 に は な く 、 河床下遺跡の

存在 と も よ く 照応 し 、 と の と ろ 低地 に 進 出 し て い る と と は 、 い わ ゆ る 弥生小海退 の 時 期 と

も よ く 一致 し て い る 。

同 じ 沖積低地帯 で も 縄文早期 と 前期 ・ 後晩期、 弥生 中 期 と 後期 や 古代 の 遺跡 は 標高 5 m

か ら 山麓線に い た る 1 0数 m ま で の 幾分高い土地に立地 し て い て 海進期 に 対応 し 、 反対 に 、

縄文 中 期 と 弥生前期、 古墳前期 と 中 世 に は 全 く 見 ら れず、 ζ の 期 の 遺跡 の 立地が海退期 に

照応 し て い る と と に 気づ く の で あ る 。

C 洪積段正 の 遺跡 低地帯周 縁 の 洪積台地の遺跡 は 、 縄文後 ・ 晩期 や、 弥生 中 期 と 後期

に 多 く 、 と れ も ま た 海進期 iと 照応 し て い る 。 一方 乙 の低地帯の 周 辺 で は 、 縄文前期 と 中 期

・ 弥生前期 ・ 古墳時代や 中 世 の 海退期 に は遺跡が台地 に み う け ら れず、 乙 れ ら の 海退期 iと

は 台地か ら 降 り て低地帯へ 進出 し た か、 何れか の他の土地に移 り 住ん だの で は な い か と 考

え ら れ る 。

(3) 員塚 の 地形別 ・ 文化小期別調度 そ と で更に一歩を進め、 貝類が採れ る 海浜や河川 と 関

係を も っ員 塚 の立地 に つ い て、 地形別文化小期調度を調 べ た 。 (第52図 3 )

縄文前期 に は 低湿地 に 全 く な く 、 5 貝塚 がや や高い 山麓寄 り の 土地 に 後退 し て 占地 し 、 顧

著 で は な い が、 乙 の 期 に い わ ゆ る 縄文海進があ っ た 乙 と を示 唆 し て い る 。 ま た 縄文後期 に は

す べ て の 遺跡 が洪積台地や 標高 5 m 以上 の や や 高 い 沖積平野 に 集 り 、 乙 の ζ ろ 低湿地遺跡が

見 ら れ な い と と と 相 ま っ て、 熊本平野 に も 縄文後期小海進が あ っ た 乙 と を察知す る と と がで

き る 。 乙 の 時代 に つ ぐ 縄文晩期 か ら 弥生前 期 に か け て次第 に 段正上か ら 姿を 消 し 、 低地へ進

出 し た と と と 相 ま っ て 、 弥生小海退 が生 じ た と と と よ く 一致す る 。

弥生中 期 と 後 期 に な る と 俄然洪積台地 に 多 く 出現 し、 低地帯 で も 5 m 以上 の や や高 い 山 麓

寄 り の 土地 に 後退 し て い て 、 海進に と も な う 皐湿地の 出 現が台地居住を 促 し た 乙 と を示 唆 し
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て い る 。

5 黒橋貝塚廃絶後の地形変化 と そ の時期

黒橋貝塚 の廃絶はKB - 02地点で縄文後期前半、 KB - 08地点で は 後期 中葉で、 そ の 後 の 浸食

と 堆積 が そ れぞれ 4 回 で あ る と 報告 さ れて い る 。 筆者 は先に と れ ら が示す地形 の 変化 と そ の 時

期 に つ い て の説明 を 留 保 し た が、 乙 こ で、 前 項 の 結果 と 考え合わせて考察 し て お く と と に す

る 。 乙 れ ら 4 回 の 浸食 と 堆積 の 過程 に は、 次の二つの場合を想定す る と と がで き る 。

そ の 一つ は 、 河道の変遷に よ る 浸食 と 堆積の結果 と み る 見解で、 他 の 一つ は 、 氷、河性海水準

変動 と 地盤運動 の総和 に よ っ て 生 じ た 後氷期後半の 陸成堆積物の形成過程を示す も の と み る 見

方 で あ る 。

前者の場合 4 期 と も 下刻面が毎回 ほ ぽ 同 じ高度に下 る と と か ら 推 し τ、 地盤変動や海水準変

動 の 彰響がな か っ た も の と み、 河道か、 河床 内 の 流路の移動 に よ る 局所 的 な 浸食 と 堆積の繰 り

返 し と み る 仮説で あ る 。

後者の場合は層序 と 層 相 の特質か ら 、 そ れぞれの浸食 と 堆積が地形環境や気候環境の 変化 に

よ る も の と の見地か ら 、 次 の よ う に推考す る の で あ る 。

す な わ ち 第 1 回 目 の浸食は、 員塚 の築成が終 っ た 縄文後期中葉 に つ づ く 黒色や青黒色粘土層

の 堆積 が、 次第 に 気候 の 冷涼化 と ζ れ に伴 う 小海退 に よ る 下刻現象を示唆 し 、 縄文後 ・ 晩期を

経て 弥生前期 に か け て の 低地性遺跡の顕著な増加 と 、 台地遺跡 の 激減 の 一致 か ら 、 弥生小海退

に よ る 汀線の後退 と の 関 連 を考 え よ う と い う の で あ る 。 乙 の 浸食面へ の土佐積 は 、 弥生 中 期 と 後

期 の 台地遺跡 の 散増 か ら 推 し て 、 弥生中 期小海進iと伴 う 堆積 の復活を察知す る 乙 と が で き る 。

な お 乙 の 聞 に 、 遺物 と 堆積の 状態か ら 推 し て 2 回 の 浸食 と 堆積がみ う け ら れ る 。

5 回 目 の 浸 食 は 、 黒色砂層 の堆積が気候 の 冷涼化を示唆 し 、 古墳期の 台地遺跡が全 く 見 当 ら

な い と と か ら 低地へ の 進 出 が予想 さ れ、 汀線の 後退 に よ る 浸食の 回 春が想定で き そ う で あ る 。

ま た 、 ζ の 浸食面へ の 堆積 は 、 低地性遺跡が姿を 消 し、 土師器 と 須恵器を と も な う 台地遺跡が

増加す る こ と か ら い わ ゆ る 古代小海進が生 じ た と と も 考 え ら れ、 河川 堆積物 の 堆積 と の 関連 を

推考 で き そ う で あ る が、 と の地域で は 、 と の 期の小海進を 強 く 積極的 lζ 立証す る 徴証がみつか

っ て い な い 。

4 回 目 の浸食 と 堆積 に つ い て も 確か な 証拠 は な い が、 中 世 の 遺物 を 出 土す る 標高 4 m 以下の

低湿地遺跡 の存在か ら 推 し て 、 い わ ゆ る 中 世小海退 に よ る 汀線の 後退 lと と も な う 浸食 の 復活 と 、

近世以降の河川堆積物 が貝塚を埋積 し て今 日 に 至 っ た も の と 推考で き そ う で あ る 。

し か し 、 本員 塚 の廃絶後の地形変化の解明 に は 、 積極的かっ直接 的 な 資料が之 し い の で、 推

論 に よ る 仮説の域を 出 な い と と ろ も あ っ て、 今後関連の あ る 諸遺跡 の 発掘調査や花粉分析 な ど

の資料 の 添加を ま っ て検討 し な け れ ば な ら な い 。

6 む す び

以上の知見を帰納 し 、 本貝塚 と そ の周辺諸遺跡の も つ考古地理学上の特質 を 摘記 し て お く と

と lとす る 。
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( 1 )  黒橋貝塚 は 、 現在 の 汀線か ら 1 2加 も 離れた 熊本平野の東南縁 に あ る 縄文後期の河床下遺

跡 で あ る が、 そ の 占 め る 位置か ら 中 部九州 の 西岸だ け に と ど ま ら ず、 東 シ ナ 海東岸 に お け る

沖積地形の 発達史を知 る う え の タ イ プサ イ ト に も な る 点で重要で あ る 。

(2) 本員 塚の 堆積 の 層 相 は 、 縄文中 期末後期初頭 ど ろ の 海進の ピ ー ク を示 し 、 い わ ゆ る 縄文

後期小海進 の 実在を示唆 し て い る 。 員塚 の築成は、 海退 i乙 転 じ て 聞 の な い 縄文後期前半 か ら

中 葉 に か け て の と ろ で あ る 。

(3) 員 眉 と と れを挟む新期沖積層 の形成過程 は 、 熊本平野東南部 の 諸遺跡が示す遺跡立地の

水平的 ・ 垂直 的遷移現象 と の 深 い 関 連の あ る と と がみ う け ら れ る 。 ζ の よ う な 現象 は 、 西南

日 本 と く に 本州 西端部 の 海岸で み る 氷河性海水準変動 と も よ く 照応 し 、 海岸平野 の 形成過程

が示唆す る オ シ レ ー シ ョ ン と 、 人類の居住的適応現象 と の 関連 を 捉 え や す い点か ら も 貴重 な

遺跡 と い う 乙 と が で き る 。 ( 小野忠瀬〉

中 野 尊 正 (1 956)

山 崎 光 夫 (1 957)

小 野 忠 瀬 (1 963)
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A 河床下
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第52図 文化小期別 出 現瀕度
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1 . 熊本市東南部の縄文遺跡分布図 2 . 熊本市東南部の弥生遺跡分布図

第53図 熊本市東南部の低湿地遺跡分布図
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黒橋貝塚 の 総括

第 四章 総 括

昭 和47年 7 月 の 大豪雨 は県下の 各地 に 大災害を も た ら し 、 乙 と に城南町 は 甚大な 被害を う け

た 。 そ の 際、 偶 然 に も 濁流 に 洗.わ れて、 水 田 下に見つ か っ た の が、 乙 の 黒橋貝 塚で あ る 。

黒橋貝塚 の 所在す る 城南 町 は 熊本市か ら 南南東約 1 0加の と と ろ に あ り 、 そ の 中 心街 の 南端を

浜戸川 が貫流 し て い る 。 街並か ら 下流約 500 m 、 浜戸川 の 右岸の 水 田 下 お よ び河川 敷 に 員 塚 は

広 が っ て い る 。

城南町 に は 全国 的 lと著名 な 阿高貝塚 ・ 御領貝塚があ る が、 黒橋貝塚 は 、 阿高一 ( 7 ) 一御領

の 時期の 空 白 を埋 め る 時期の重要な員塚 で あ る と と が推定さ れ る と と か ら 、 発見の 翌月 、 昭和

47年 8 月 に は県指定史跡 と な っ た。 一方、 黒橋貝塚の 分布範囲 に つ い て は 不 明 で あ っ た の で、

熊本大学の ど 協 力 に よ り 試掘調査が行わ れ、 当 初発見の 水 田 を 中 心 に 河川 敷 も 含め て、 南北

1 40 m東 西2 1 0 m lと広が る と 推定 さ れ る と と が わ か っ た。

そ の 後、 災害復旧 事業 と し て 河川 改修事業 が行わ れ、 河川 敷 内 の 工事現場の う ち 、 東西 2 カ

所か ら 員塚 が見つ か っ た 。 た だ ち に工事を 中止 し て調査を実施す る と と も に 、 河川課に お い て

事業の 計画変更がな さ れ、 貝塚 の 主体部は保存 さ れ る ζ と と な っ た 。

調査の 目 的 は 、 掘 り あ げ ら れた 土 中 か ら の遺物の検 出 と 、 員層 を含む崖面 の 層序調査で あ

り 、 全面発掘調査 は 実施 し な か っ た 。

調査 に よ っ て得た資料 は 、 魚貝類 ・ 骨角 類 ・ 土器 ・ 石器類等で あ る 。

自 然遺物及び人骨 に 関 す る 木村幾多郎氏の報告に よ れば、 魚類で は 検 出 数が少な い が、 内 湾

の 代表的 な 魚で あ る ス ズ キ が含 ま れ、 内 湾性魚揖的性格が推察で き る 。 晴乳類 と し て は イ ヌ ・

イ ノ シ シ ・ ニ ホ ン シ カ ・ ウ マ が認 め ら れ、 と く に 、 イ ノ シ シ ・ ニ ホ ン シ カ に つ い て は 幼獣及び

雄獣の み が検 出 さ れて お り 、 と の こ と だ け で推察す る に は 不充分だが、 雌獣が未確認 で あ る 乙

と は注 目 すべ き と と で あ ろ う 。

出土 し た 文化遺物 に つ い て は 西 国道世の報告に詳述 し で あ る と お り 、 阿高式 ・ 南福寺式 ・ 出

水式系 の土器を検 出 し て い る 。 乙 と に 、 乙 の 貝塚の 主体 と な る も の は 出 水式系土器で あ り 、 阿

高貝塚一 ( 7 ) 一御領員塚 の 中 聞を う め る 時期の員塚 で あ る 乙 と が確認で き た 。

な お 、 検 出 し た土器の う ち 特異な も の と し て福 田 K lI 式が あ る が、 県 内 で は 出土例がな く 、

と の 時期 に お け る 他地域 と の 関連等、 今後の研究課題 で あ ろ う 。

貝 層 は 断面 でみ る か ぎ り 、 東 (KB-02) ・ 西 (KB-08) の 二 カ 所で確認で き る 。 と の 二 カ

所 は 出 土遺物 ・ 層序堆積の 状態等か ら 推 し て、 別個の貝塚で あ っ た と 考え ら れ る 。 西 国 道世の

報告お よ び小野忠瀬氏の 所見 に よ る と 、 縄文中期末の 頃、 陸化の は じ ま っ た 汀線近 く の 地形上

に 、 貝塚が築成 さ れは じ め、 汀線が著 し く 後退 し 、 貝類の捕食 が 困難 に な っ た た め と も 考え ら

れ る 縄文後期 の 中 葉 ご ろ に は築成が終っ た と 予想 さ れ る 。

そ の 後、 恐 ら く 浜戸川 に よ る 浸食 と 堆積が そ れぞれ 4 固 に わ た っ て 行わ れた も の と 考え ら れ
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な お 、 林行敏 ・ 森通保氏 は 貝塚 の堆積に つ い て、 有明粘土層 の 堆積 お よ び珪藻分析 の 結果か

ら 、 す ぐ 南 lζ 存す る 阿高員 塚の 一部が洪水に よ っ て黒橋付近 ま で 流 出 し 、 堆積 し た も の が黒橋

貝 塚 で あ る と 報告 さ れ た 。 乙 れ に つ い て は 、 あ る い は 阿高員塚 と 黒橋貝塚が も と も と 一つ の 大

貝塚で あ っ て、 浜戸川 の 氾濫 に よ っ て切 断 さ れ、 そ の 一部が黒橋貝塚 と し て残存 し た 可能性は

あ ろ う が、 出 土遺物 お よ び貝層等の調査か ら み た か ぎ り で は 、 阿高一御領の 時 期 を う め る 時期

の 独 自 の 貝塚 と み る 方が 当 を得て い る と 考え る 。

黒橋貝塚 の 立地 を 中 心 と し て、 他の 低湿地遺跡 〈第 1 図〉 の 立地状況か ら 推察すれば、 白 川

・ 加勢川 ・ 緑川 ・ 浜戸川 な ど に よ っ て形成 さ れ た 三角 洲性平野 に お け る 遺跡の 環境変化等の 現

象 を 推察 で き る 。

小野忠瀬氏 に よ れば、 と く に縄文後期 小海進が あ っ た 乙 と 、 乙 れ に 続 く 縄文晩期 か ら 弥生前

期 に か け て の 弥生小海退が生 じ た 乙 と が察知 で き る 。 と の 現象 は、 西南 日 本 と く に 本州西端部

で の 現象 と も よ く 照応 し て お り 、 貴重な デ ー タ ー が得 ら れた も の と 考え る 。

社団法人 日 本 ア イ ソ ト ー プ協会 に依頼 し た C-1 4測定結果報告 は 以下の と お り で あ る 。

コ ー ド 依頼者 コ ー ド C-1 4 年代

N -2402 KB-020 -004 40403: 1 00 (39303: 95) 員殻 ox層〉

N -2403 KB -070 -039 4050 3: 1 1 0  (3930 3: 1 05) 貝殻 ( VI層〉

N -2404 KB -030 -01 7 39703: 1 00 (3850 3:  95) ド ン グ り 木片 (XI層〉

※年 代 は 1 4 C の 半減期 5730年 〈 カ ッ コ 内 は Libby の 値 5568 年〉 に も と づ い て 計算 さ れ、

西暦 1 950年 よ り さ かの ぼ る 年数 (years B . P. ) と し て 示 さ れて い る 。 ( 隈〉
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あ と が き

昭 和49年1 2月 9 日 、 工事 中 の 現場で 山 積 さ れた貝殻を含ん だ土砂を 眼の あ た り に み た と き 、

実際 ど う 処理 し た ら よ い も の か悩 ん だ。

全域を発掘調査す る と すれば、 少な く と も 1 年半- 2 カ 年の期 間を要す る 。 水害常襲地帯 と

あ っ て 、工事完成を そ れだ け の期 聞 を延ばすわ け に は い かな い と い う 乙 と で あ っ た 。 も し も 、 2

カ 年の 調査 中 に 、 水害で も 生 じ た ら 文化財保護行政 に よ る 人災 と い わ れ る に ち がい な い 。 担 当

の 河川 課 と も 協議を 重ね、 設計変更 に よ っ て流路は現在の ま ま でや り う る 見通 し がつ き 、 実の

と ζ ろ ホ ッ と し た。 露 出 し た貝層 お よ び包含層、 山 積み さ れた土砂の 調査だ け で も 5 カ 月 を要

し た 。 そ の 問、 梅雨期 に は 調査 中 の ハ ン ド ・ ド ー ザ ー が大雨 に よ る 増水に よ っ て 水面下に没す

る と い う 事故 ま で あ っ た 。

一応の 残務処理的 な 調査 は 終 っ た が、 河川 内 に と り 残 さ れた 員塚の 主体部は 増 水の た び に 浸

食 さ れて い く 。 し た が っ て、 今後大 き な課題と し て、 員塚主体部の 保存等 に つ い て検討が必要

で あ る 。 (隈、 西 国 〉
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(下) 黒橋員塚採集動物遺存体
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